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歴
史
と
伝
統
あ
る
法
政
大
学

校
友
会
の
会
長
に
ご
選
任
い
た

だ
き
、
責
任
の
重
さ
を
感
じ
る

と
と
も
に
、
ご
推
薦
賜
り
ま

し
た
皆
さ
ま
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
伴
い
、三
大
イ

ベ
ン
ト
や
パ
ー
ト
ナ
ー
組
織
の

活
動
が
中
止
・
延
期
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
中
、校
友
会
で
は
ス

ロ
ー
ガ
ン「
全
て
の
校
友
が
繋

が
る
」の
も
と
、さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

昨
年
4
月
に
は
「
校
友
会
公

式
ア
プ
リ
」
を
導
入
し
、ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
上
で
最
新
情
報
の
閲

覧
や
電
子
会
員
証
の
表
示
、
各

種
手
続
き
等
が
行
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
今
年
1
月
に
は
会

員
向
け
優
待
サ
ー
ビ
ス
「
校
友

会
ク
ラ
ブ
オ
フ
」
の
提
供
を
開

始
し
ま
し
た
。
国
内
外
20
万
以

上
の
施
設
で
優
待
・
割
引
が
受

け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
で
、
多
く

の
会
員
の
方
に
ご
好
評
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
、
校
友
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
拡
充
と
学
生
支
援
の
強
化

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

校
友
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
充

皆
さ
ま
の
ご
尽
力
に
よ
り
、

パ
ー
ト
ナ
ー
組
織
81
団
体
、
海

外
団
体
13
カ
国
・
地
域
17
拠
点
、

会
員
数
約
6
万
5
千
名
と
重
厚

な
校
友
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築

さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
今
後

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
さ
ら
な
る
拡

充
を
目
指
し
ま
す
。

校
友
会
が
2
0
1
4
年
に
一

般
社
団
法
人
化
し
た
こ
と
に
伴

い
、
2
0
1
3
年
度
以
降
の
卒

業
生
は
、
卒
業
と
同
時
に
校
友

会
に
入
会
す
る
仕
組
み
と
な

り
、
20
代
の
青
年
層
会
員
が
大

幅
に
増
加
し
ま
し
た
。

一
方
で
、
2
0
1
2
年
度
以

前
の
卒
業
生
は
任
意
加
入
の
た

め
、
30
〜
50
代
の
現
役
層
会
員

の
数
が
伸
び
悩
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
世
代
は
男
性
会
員

と
比
べ
て
女
性
会
員
が
少
な
い

と
い
う
現
実
が
あ
り
ま
す
。
校

友
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
さ
ら
な
る

拡
充
に
向
け
て
、
現
役
層
と
女

性
会
員
の
増
強
に
努
め
ま
す
。

学
生
支
援
の
強
化

校
友
会
に
は
、
大
学
で
学
ん

だ
ス
キ
ル
や
経
験
を
生
か
し

て
、
社
会
に
貢
献
し
て
い
る
会

員
が
大
勢
い
ま
す
。
こ
の
リ

ソ
ー
ス
を
活
用
し
て
、
第
一
線

で
活
躍
す
る
卒
業
生
の
実
績
・

ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
生
支
援
に
役
立

て
よ
う
と
模
索
中
で
す
。

加
え
て
、
従
来
行
っ
て
い
る

募
金
事
業
に
つ
い
て
、
今
後
も

継
続
し
て
大
学
・
学
生
を
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
協
力
・
ご
支
援

の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
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第
１
号
議
案

◇
決
議
事
項
◇

第
2
号
議
案

第
3
号
議
案

文学部創立百周年記念イベント
「文学部の過去・現在・未来―百年間のたからもの―」のご案内
文学部は今年で創立百周年を迎えました。私立学校が法令で大学として認可された1920年に法
学部・経済学部の設置とともに予科の充実が図られた2年後、法学部に哲学科・文学科の２学科から
なる通称「文学部」を併設したのが文学部の始まりです。予科長をも務めた英文学者、野上豊一郎
や文学部長に就任した哲学者阿倍能成を中心に夏目漱石門下の俊英らが教壇に立ってスタートし
たこのときが本学の自由な学風の原点となりました。
これを記念し、下記のように記念行事を実施します。第一部は野上が文学部内に設置した能楽研
究室に始まり、今年70周年を迎える野上記念法政大学能楽研究所との合同企画、第二部では長年
にわたって本学部の教学をリードされてきた先生方によってこれまでの歩みをふり返り、未来を語る討
論を予定しています。

やむを得ずオンライン開催となりましたが、代わりに全国どちらからでもご視聴いただけます。接続先
などは、追ってホームページその他で告知します。
文学部に限らず、法政大学の学風「自由と進歩」、そして憲章「自由を生き抜く実践知」のルーツをた
どる催しとなるはずです。校友のみなさまのご参加をお待ちしています。

新役員一覧（敬称略）

竹中　宣雄 １９７２年３月社会学部社会学科卒

田﨑　稔 １９７９年３月経済学部経済学科卒 
坂戸　俊夫 １９６９年３月経営学部経営学科卒
三井　和夫 １９７８年３月経済学部経済学科卒
大森　廣行 １９７０年３月経営学部経営学科卒
中村　寿美子 １９８１年３月法学部法律学科卒
石渡　洋行 １９８３年３月法学部法律学科卒
岡本　眞司 １９７０年３月経営学部経営学科卒
池谷　文雄 １９８０年３月法学部法律学科卒
田中　利幸 １９８２年３月経営学部経営学科卒
　

山嵜　正俊 １９７０年３月法学部法律学科卒 弁護士
発地　敏彦 １９７６年３月経営学部経営学科卒 税理士
飯塚　昇 １９７４年３月経営学部経営学科卒 公認会計士
廣岡　康久 １９８５年３月法学部法律学科卒
伊藤　昌子 後援会事務局長

会 長
新 任

新 任
新 任
新 任

新 任
新 任

再 任

再 任
再 任
再 任

再 任
再 任
再 任
再 任
再 任

副会長

監 事 （順不同）

（順不同）

日時：2022年10月15日　13：00～17：00
第一部　〔能楽研究所との合同企画〕

登壇者：牧野英二先生（哲学科元教授）、堀江拓充先生（日本文学科元教授）、
結城英雄先生（英文学科元教授）、山名弘史先生（史学科元教授）、
佐藤典人先生（地理学科元教授）、吉村浩一先生（心理学科元教授）

第二部　シンポジウム「文学部の過去・現在・未来―百年間のたからもの―」
講演（日本文学科伊海孝充先生）、演舞・演奏、展示

議
決
権
を
有
す
る
代
表
議
員

総
数
　 

1
8
7
名

出
席
代
議
員
数
（
委
任
状
に

よ
る
出
席
を
含
む
）
1
8
7
名

右
の
と
お
り
代
表
議
員
の
出

席
が
あ
り
、
定
時
総
会
は
適
法

に
成
立
し
た
の
で
、
開
会
す
る

旨
を
宣
し
、
直
ち
に
議
事
に

入
っ
た
。

2
0
2
1
年
度
事
業
報
告
（
案
）

お
よ
び
決
算
報
告
（
案
）
の
件

議
長
は
、前
年
度（
2
0
2
1

年
4
月
1
日
か
ら
2
0
2
2
年

3
月
31
日
）
に
お
け
る
事
業
・

会
計
報
告
に
つ
い
て
詳
細
に
説

明
し
、
貸
借
対
照
表
、
正
味
財

産
増
減
計
算
書
を
提
出
し
て
、

そ
の
承
認
を
求
め
た
。

次
い
で
飯
塚
昇
監
査
役
が
、

右
の
証
憑
書
類
を
監
査
役
全

員
で
綿
密
に
調
査
し
た
と
こ

ろ
、
い
ず
れ
も
正
確
妥
当
で
あ

る
こ
と
を
認
め
た
旨
を
報
告

し
た
。

2
0
2
2
年
度
事
業
・
予
算
計

画
（
案
）
の
件

議
長
は
、当
年
度（
2
0
2
2

年
4
月
1
日
か
ら
2
0
2
3
年

3
月
31
日
）
に
お
け
る
事
業
・

予
算
計
画
に
つ
い
て
詳
細
に
説

明
し
、
正
味
財
産
増
減
計
算
書

を
提
出
し
て
、
そ
の
承
認
を
求

め
た
。

　
役
員
改
選
の
件

（
１
）
会
長
な
ら
び
に
監
事
選

任
の
件

（
２
）
理
事
選
任
の
件

（
３
）
執
行
役
員
改
選
（
会
長

推
薦
）
の
件

人
事
案
件
は
、
全
て
原
案
ど

お
り
承
認
さ
れ
た
。

決
議
事
項
は
、
特
段
の
異
議

な
く
、
可
決
承
認
さ
れ
た
。

議
案
審
議
の
後
、
各
代
表
理

事
か
ら
多
数
の
質
問
・
意
見
が

寄
せ
ら
れ
た
。

以
上
を
も
っ
て
本
総
会
に
お

け
る
報
告
お
よ
び
全
議
案
の
審

議
を
終
了
し
た
の
で
、
議
長
は

午
後
3
時
に
閉
会
を
宣
言
し
た
。

2
0
2
2
年
6
月
25
日
（
土
曜
日
）
午
後
1
時
、
法
政
大
学
富
士
見
ゲ
ー
ト
2
階
G
2
0
1

教
室
に
お
い
て
、
第
9
回
定
時
総
会
を
開
催
し
た
。
会
に
先
立
ち
、
法
政
大
学
陸
上
競
技
部
の

曽
村
部
長
・
苅
部
監
督
・
坪
田
駅
伝
監
督
か
ら
校
友
会
の
箱
根
駅
伝
の
支
援
事
業
に
対
し
、
感

謝
の
言
葉
が
あ
っ
た
。
総
会
は
三
井
和
夫
副
会
長
（
執
行
理
事
）
の
総
合
司
会
で
始
ま
り
、大
学
・

校
友
会
・
後
援
会
物
故
者
へ
の
黙
祷
、
廣
瀬
克
哉
名
誉
会
長
（
総
長
）
の
挨
拶
、
佐
々
木
郁
夫

会
長
の
開
会
挨
拶
と
続
い
た
。
議
事
録
署
名
人
が
、
議
長
お
よ
び
監
事
全
員
を
指
名
し
て
、
定

款
に
よ
り
議
長
に
佐
々
木
会
長
を
選
任
し
た
。

◆
新
し
い
常
態

　ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
総
会
が
3
年
目
に
突
入

◆
予
決
算
・
事
業
計
画
・
人
事
案
件

　全
て
の
議
案
が
可
決
承
認
さ
れ
る

竹
中
新
会
長
を
選
出

第
９
回
　
定
時
総
会（
代
表
議
員
会
議
）開
く

1972年社会学部卒業、ミサワホーム株式会社入社。
2008年同社代表取締役社長執行役員、2017年取締役会長。
2022年6月に会長職を退任して取締役として留任。
校友会においては、現在に至るまで約20年間、法政財界
人倶楽部で活動している。
本部役員としては、2019年参与、2020年副会長を経て現
在に至る。
2017年藍綬褒章受章、2022年旭日重光章受章。

校
友
会
新
会
長
挨
拶

竹
中 

宣
雄

校友会会長 竹中宣雄（たけなか・のぶお）プロフィール
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5
月
31
日
全
国
法
政
大
学
卒

業
生
等
市
長
会
第
8
回
総
会
が

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
・
タ
ワ
ー
26
階

A
会
議
室
で
令
和
元
年
以
来
3

年
ぶ
り
に
、
11
名
の
現
役
市
長
、

9
名
の
大
学
関
係
者
、
19
名
の

校
友
会
関
係
者
が
参
加
し
て
開

催
さ
れ
た
。

こ
の
会
は
全
国
各
地
で
活
躍

し
て
い
る
本
学
卒
業
の
市
長
等

相
互
の
親
睦
を
深
め
、
各
地
方

行
政
お
よ
び
法
政
大
学
の
発
展

に
寄
与
す
る
た
め
に
開
催
さ
れ

て
お
り
、
当
日
は
校
友
会
副
会

長
三
井
和
夫
氏
が
司
会
を
務
め

た
。
初
め
に
来
賓
の
前
内
閣
総

理
大
臣
・
衆
議
院
議
員
菅
義
偉

様
よ
り
祝
辞
を
頂
い
た
。「
官

房
長
官
と
し
て
8
年
、
内
閣
総

理
大
臣
と
し
て
1
年
、
こ
の
間

の
ご
支
援
を
心
よ
り
感
謝
す
る

た
め
の
お
礼
に
伺
っ
た
。
ワ
ク

チ
ン
1
0
0
万
回
接
種
を
多
く

の
方
々
か
ら
の
反
対
を
受
け
な

が
ら
も
実
施
し
た
こ
と
は
良

か
っ
た
」
と
挨
拶
さ
れ
た
。

次
に
石
川
県
か
ほ
く
市
長
・

油
野
和
一
郎
全
国
卒
業
生
等
市

長
会
会
長
の
挨
拶
、
そ
し
て
廣

瀬
克
哉
総
長
が
「
大
学
は
こ
の

2
年
間
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が
中

心
で
あ
っ
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

学
ぶ
と
い
う
面
で
は
、
意
外
に

使
え
る
も
の
だ
と
実
感
も
し
た

が
、
一
方
本
年
度
か
ら
ほ
と
ん

ど
の
学
生
が
キ
ャ
ン
パ
ス
に

戻
っ
て
お
り
、
多
く
の
学
生
た

ち
か
ら
『
先
生
、
や
は
り
対
面

授
業
は
い
い
も
ん
で
す
ね
』
と

言
わ
れ
て
い
る
」
と
紹
介
。
そ

し
て
佐
々
木
校
友
会
会
長
が

「
法
政
は
地
方
自
治
体
に
就
職

し
て
い
る
卒
業
生
が
多
い
、
お

そ
ら
く
は
早
稲
田
、
日
大
に
次

い
で
わ
が
国
で
3
番
目
だ
と
思

う
。
17
名
の
現
役
市
長
さ
ん
と
、

こ
の
卒
業
生
た
ち
が
地
方
で

活
躍
し
て
い
る
こ
と
は
私
ど
も

の
誇
り
で
あ
る
」
と
祝
辞
を
述

べ
た
。

こ
の
後
、
総
会
に
入
り
、
市

長
会
幹
事
長
黒
崎
武
英
氏
の
司

会
で
会
務
報
告
が
行
わ
れ
た
。

議
長
は
油
野
会
長
。
こ
の
3
年

間
に
お
け
る
４
名
の
退
任
と
5

名
就
任
の
件
、
ま
た
、
令
和
2

年
10
月
の
総
理
官
邸
表
敬
訪

問
を
13
名
の
市
長
で
行
っ
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
、
続
い
て
1
名

Ⅰ　2022年度基本方針
昨年度もコロナ禍で集合型の活動が様々な制約を受ける中、ウィズコロナの時代にも「全ての世
代が繋がる」スマートフォンを活用した情報交流の仕組みづくりの構築で、今後の活動に向けて一定
の成果を出すことができた。
今年度もコロナ禍の続く事が予測される中で3大イベントをはじめとする集合型イベントについて
は、ご参加いただける校友の皆様や大学関係者の健康と安全を考え、安心して参加できる体制づく
りを第一とし、実開催の出来る環境を探っていく。
一方、昨年度からスタートした会員増強のための施策である、全ての校友が繋がる会員向けサー
ビス充実のための、1「校友会公式アプリ」「電子会員証」、2「法政オレンジMAPの展開」そして、
3「終身会員向けの優待サービス（法政大学校友会クラブオフ）」などの終身会員のメリットを活用し
てもらえるよう働きかけていくと同時に、このサービスを契機として、終身会員の拡大に繋げていく。
また、昨今の気候変動を筆頭に世界で社会の持続性に注目が集まっているが、こういった時代に
こそ母校を同じくする仲間が集まり、大学の研究者とともに力を合わせた法政ブランドでの社会へ
の価値提供を行うために、「法政版SDGsの取組み」を検討・実施する。
今年度、法政大学校友会は法人移行後8年を経て、パートナー組織81団体、海外団体13ヶ国・地
域17拠点、会員数約6万5千名の重厚な組織となったが、「法政大学校友会憲章」を根幹に置いた
うえで、全国のパートナー組織と共に校友会活動のさらなる質的向上を実現する体制づくりを行っ
ていく。

Ⅱ　主要施策
既存施策の継続を基本とし、その中で主要施策を定め、運営を行うこととする。
1.全ての世代が繋がるネットワーク拡充
（1）会員拡大への再取組み
これまで、既卒者終身会員を毎年約600名増加させるとの目標に取り組んできたが、近年約200
名前後の増加にとどまり、このままでは財政運営が悪化する恐れがある。“全ての世代が繋が
る”校友会の世代交代に備えるためにも喫緊の課題であり、約600名の終身会員増加の実現に
向けた取組みを実施する。前年度に構築したデジタル化や優待サービス等の仕組みを軸に、これ
まで継続してきた事業に即した活動を展開し、校友会の認知向上を図り、終身会員の増加を目
指す。
①シニア層:3大イベントや各パートナー組織での活動を推進する。卒業後50年の卒業生に向けた
取組みは継続する。
②現役層 : 仕事や趣味等で活用できる機会の提供や、在学生への就職活動支援を通じて拡大を
図る。
③青年層:「法政オレンジコミュニティ（HOC）」を軸に、主に20・30代の卒業生を対象としたイベ
ントを開催する。年度同期会員については、校友会への参加意識、ニーズを探りながら、各パー
トナー組織への所属変更を進めていく。
④女性層を取り込むための施策を検討し、各世代に浸透させる。
⑤新たな取組みとして、配送部数の最も多い（約13万部）広報誌『法政』7・8月号に、校友会の会
員向けサービス内容と会員募集のためのチラシを同封し、会員増強に繋げる。

（2）パートナー組織の拡大とブロック体制の強化
校友会の永続的な発展の実現に向けて、地域組織・学部組織・スポーツ組織等のパートナー組織
の拡充は極めて重要である。年度同期会をはじめとする若手層の組織の在り方についても、検討
を開始したい。また、制度発足5年目を迎えるブロック体制は「パートナー組織の自主的な活動の
促進」に一翼を担っている。
①CCS（注）企画事業の推進・拡大 （注）CCS…キャリア支援、カルチャー活動、スポーツ交流
②ブロック体制の定着と強化
③パートナー組織の更なる拡充

（3）WEB 環境を活用した連携、連絡体制の強化
①WEB決済機能、電子会員証、法政大学クラブオフ等の利用者数の拡大
②全国の校友を応援する法政オレンジMAP登録店舗数の拡大
③地域通信「地域の歩き方」の更新

2.「価値創造」イベントの推進
校友会における大きな価値の一つとしてネットワークが挙げられるが、世代・地域・職業等により
価値やネットワークの在り方は多様である。イベント等を通じて、校友にとっての価値をさまざま
な形で提供していく。
①さまざまな世代がつながる機会となる取組み
②パートナー組織における地域・職業等のニーズに合わせた取組み
③オール法政を目指し、大学・後援会・校友会の三者で連携した取組み
④大学・パートナー組織・校友会で連携した取組み（地方共創プログラム他）
⑤社会・未来貢献テーマの選定と全国での取組みの検討（SDGs他）

3.大学・学生支援活動の充実
校友会における大学・学生への財政面での支援は重要な事業の一つである。奨学金をはじめとし
た寄付については、2021年度に引き続いて行うこととする。また、将来的な継続性も考慮し、寄
付金委員会主導の下、各校友等からの寄付や、収益事業の拡充へ向けて検討する。
①一般社団法人法政大学校友会奨学金、SGU基金をはじめ、既存の支援活動の継続
②株式会社エイチ・ユーと連携した収益事業の継続
③ブロックまたはパートナー組織との連携事業の展開（地方共創プログラム他）
④キャリアセンターからの要請に基づく就職支援活動の継続

4.本部運営の強化
校友会の永続的な発展を実現するため、パートナー組織との連携、また大学・後援会との連携は
必要不可欠であり、そのためには本部運営の強化が重要となる。本部運営に関わる諸取組みを実
施する。
①会員情報管理の整備と盤石なネットワーク体制の構築
②本部執行担当理事の機能強化
③オンライン・オフラインによる情報発信・伝達の充実
④部会の再編成を検討
⑤事務局体制の強化

行動指針
1 . 私達は、人を大切にし、世界で活躍する卒業生と母校が社会・世界・人類の
平和と発展に貢献するために価値を創造します。

2 . 私達は、ライフステージに応じて自由に参加し、価値の創生・共創を進めま
す。

3 . 私達は、全員が価値を提供して自己実現を行い、体験を通して自己足跡を
残すことを支援します。

4 . 私達は、自主性と多様性を尊重し、大学・後援会・校友会が三位一体となり 
オール法政のネットワークを強固なものとします。

5 . 私達は、倫理と社会責任を自覚し、校友会の絆をさらに強めます。
6 . 私達は、情報の価値を認識し、適正に管理発信し且つ保護します。

「法政大学校友会憲章」
私達は、法政大学卒業生として自由を基本に自主性と多様性を守り

持続可能な社会を実現するために「価値」を創造します

運営体制
1 ブロック体制

2 業務執行委員会・プロジェクトチーム
委員会・プロジェクトチーム

（1）三者共同委員会
（2）HP/SNS 拡充 システム情報一元化PT
（3）法政スポーツコミュニティ（HSC）支援PT
（4）中央選挙管理委員会

（5）規約管理委員会
（6）寄付金委員会
（7）法政版 SDGs 検討委員会
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――今や、ＱRコードを知らない人はいないと思い
ますが、開発された原さんが本学同窓であること
を誇りに思います。発明の源はいつ頃なのでしょ
うか。
原　小学生時代はプラモデルに夢中で、よく戦車
などを作り砂場で遊んでいました。中学生になる
と色付けしたり、よりリアリティのあるモノづくりを
するようになりました。
父親が電気関係の技術者で特許を持ってお

り、親戚からはお前も父親のようになれ、と言わ
れ、中学時代からは自然にエンジニアを目指し
ていました。

――その結果がＱRコード開発で花開いたのです
が、特許取得したのにそれを独占せずオープンに
されたのはなぜですか。
原　特許の期限は20年です。この期間をなくし、
多くの業界の方々に使ってもらい、普及を早める
ことが大事だと考えたからです。
どんなに素晴らしい開発をしても、使ってもら
える環境がなければ広く普及しません。そこでＱ
Rコードの仕様を公開し、誰でも自由に安心して
使える環境を整えました。

――特許を取得されたのはいつですか。
原　94年に特許出願し、98年に特許取得しまし
た。私どもとしましては、良いものができたので業
務用で、特に物流関係や企業の電子取引で使っ
てもらえたらとは思いましたが、まさか現在のよう
に用途が拡大するとは予測していませんでした。

――最初はバーコードの読み取りから入っていか
れたんですよね。
原　当初、バーコードリーダーのスキャナー開発
に携わっていました。
しかし、バーコードは20文字くらいしか入力す
ることができません。デンソーでは、一日に１万枚
ものバーコードを一つ一つ読み込む、大変な作業
量になります。その上、工場ですから油汚れも出
たり破損もします。この状況を見た時、バーコード
では限界があると思い、次世代のコードが必要だ
と考えました。
この問題を解決するために、２次元のQRコー

ドの開発に取りかかったのです。

――その時、会社側にどのように提案されたので
すか。
原　92年のことですが、これからはもっと情報化
時代になるから、工場以外にもいろいろな情報を
発信するため、バーコードを超えた開発が必要に
なると提案し、受け入れてもらいました。
ただし、会社が示した条件は、人員は2人、期間
は2年、費用は最小限という厳しいものでした。

――その厳しい条件をクリアし、94年に開発に成
功、欧州発明家協会から日本人で初の受賞をさ
れました。今、最もQRコードを活用しているのが
中国だそうですが、アリババが使用して一般化し
たため、中国ではＱＲコードは中国人が発明した
ものだと思っている人が多いと聞きました。
原　そうなんです、最近の中国４大発明の一つだ
と言う人もいるそうです(笑)。
02年に携帯電話にＱＲコード読み込み装置が
搭載されたことにより、普及が一気に加速し、世
界中の人々が使用するようになりました。
常に多くのニーズを収集し、新しい機能を搭
載、ＱＲコードを進化させてきました。例えば企業
の機密情報や個人情報が扱えるように暗号機能
を搭載したり、チケットなどに使えるように印刷技
術と組み合わせて、コピー機では複製できないＱ
Ｒコードも開発しました。
これらによりセキュリティー関係でも使われる

ようになりました。最近では顔認証技術と組み合
わせ、個人認証にも使われています。

――ＱＲコードは汚損、破損しても間違いなく読
み取れ、その上スマホでは斜めから読んでも確実
に読み取れる、しかもスピーディに。正にクイック
レスポンスですね。
原　誤読率は10のマイナス15乗、ほとんど完璧
に読み取れるといっても過言ではありません。
ラッキーだったのはＱＲコードを使う環境が、自
動車工場で油汚れが当たり前だったことでした。
その厳しい環境で使えなくては意味がないので
す。そういうこともあって、それを目標に開発を進
めたことが良かったと思います。

――ＱＲコードの三隅にある小さな四角形のファ
インダーパターンは、どのようにして生まれたの
でしょうか。
原　早く読めるにはどうしたら良いかと常に考え

ていて、たまたま電車の中から窓の外を見ていた
時、一つのビルだけ屋上の形が異なっており目
立っていました。これがQRコードに目印をつける
ヒントになりました。

――多くの技術者は自分目線で開発しますが、原
さんは違いますね。
原　どんなに良いものを作っても、最終的に使用
してくれる人が便利になる物でなくては使っては
もらえない。私は使ってもらえる人のためにいい
ものを作る、そのため常にユーザー目線で開発を
続け、どんどん進化させています。

――常に進化ですね。その意味ではＱＲコードも
二次元にとどまらず、3次元、4次元へと進化して
いくのではないですか。
原　そうです。現在のＱＲコードではテキストしか
入れられないので、画像などを入れたいと思って
います。さらに、QRコードをカラーにして情報をさ
らに増やしたいと思っています。
そうすることによって医療関係でも、もっと使っ

てもらえるようになります。
QRコードは誰でも安く簡単に作れて使えると

ころが、ここまで普及した要因ですから、それをさ
らに進化させていきたいと思います。
自分は作ることが楽しみなので、苦労だと思っ
たことは一度もありません。

――学生時代のお話をお聞かせください。理系
学部では研究室での活動が盛んですが、当時の
研究室の思い出を教えてください。
原　自由にやらせていただいたゼミでした。それ
が法政の良いところだと思います。「自由と進歩、
進取の気象」の学風が何よりでした。
おかげさまで、本当に楽しい学生生活を過ごさ
せていただきました。

――原さんは学生時代、六大学野球観戦が趣味
だったとお聞きしていますが、今年の箱根駅伝で
は、法政二高の後輩の内田君、鎌田君が大活躍
し、念願のシード権を獲得しました。ご覧になりま
したか。
原　もちろん、観ました。後輩の活躍で応援にも
力が入りました。うれしかったですね。
　大学野球が好きなのは、自分も小さい頃は野
球をやっており、大学時代は江川選手が活躍して

法政全盛時代でしたから。神宮へはよく行き、帰
りには皆で祝杯を挙げて楽しみました。

――現在は母校との交流はありますか。
原　２年前から経営学部堀口教授のゼミで、QR
コードのイノベーションについての講演をさせて
もらっています。

――「座右の銘」を聞かせください。
原　座右の銘は『草魂（そうこん）』です。子ども
のころ藤井寺（大阪府）に住んでいた関係で、近
鉄バッファローズのファンでした、この時期に鈴木
啓示選手がいつも口にしていた言葉が「草魂」で
した。鈴木選手は踏まれても蹴られても一所懸
命頑張れば、雑草のようにしっかりとした根を張
り大きな実になるのだと言い続けていました。
また、入社当初の上司が「うちは自動車のパー
ツ屋だけれど、これからはコンピューター、ソフト
の時代が来るぞ、ソフトの研究もするといいよ」と
アドバイスしてくれたおかげで、ハードのみならず
ソフトの研究もした結果が現在につながったと感
謝しています。

――好きな食べ物は
原　肉系ですね、それとうなぎ、名古屋ですから
「ひつまぶし」系が好きです。

――定年を迎えたら農業をやりたいとお伺いしま
したが。どんな農業ですか。
原　農業でも品種改良をしたいと思っています。
食料危機問題の解決のお役に立ちたいし、新し
い物を作りたいのです。
ただ、会社からまだ残ってくれと言われてるの

で、しばらく先になりそうです。

――若い校友た
ちへのメッセージ
をお願いします。
原　まず自分のビ
ジョンを持ち、そ
れを諦めずにやり
抜くこと。失敗は
新しいことをする
時にはつきもの
で、失敗すること
で分かることが沢山あります。とにかく失敗を恐
れず新しいものを吸収してください。

（聞き手　元角昌三　構成　石毛利雄）

ESSAY

校
友
随
想
〝
法
政
お
お
わ
が
母
校
〞を
卒
業
し
て
幾
年
。

各
地
で
活
躍
し
、そ
の
後
の
人
生
模
様
を
寄
稿
願
っ
た
。

QRコードは94年、日本電装（現・デンソー）で原昌宏さんを中心に開発された２次元コードです。
今や全世界で活用されているこの技術は、工場や物流管理、各種電子決済などその活用は多岐にわ
たっています。QRコードは、特許を取らずにオープンソースとして公開されているため、世界中に普及
しています。
日本人初の欧州発明家賞を受賞した原昌宏さんは、人類の幸福の実現に寄与されています。

QRコードの開発者、
時代の寵児が語る過去から未来

ま
ず
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
の
犠
牲
と
な
ら
れ
た

皆
さ
ま
に
は
追
悼
の
意
を
表
し

ま
す
。
私
は
在
学
中
、
第
二
外

国
語
に
ロ
シ
ア
語
を
選
択
し
た

縁
で
、
モ
ス
ク
ワ
、
レ
ニ
ン
グ

ラ
ー
ド
（
現
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル

ブ
ル
ク
）
等
を
巡
る
14
日
間
の

ツ
ア
ー
に
参
加

し
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
敦
賀

港
か
ら
船
で
ナ

ホ
ト
カ
へ
渡
り
、

シ
ベ
リ
ア
鉄
道

で
ハ
バ
ロ
フ
ス

ク
か
ら
モ
ス
ク

ワ
、
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
へ
の
旅

で
す
。
世
界
三
大
美
術
館
の
一

つ
、
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美
術
館

の
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
等
の
絵
画
や
、

シ
ベ
リ
ア
大
陸
の
広
大
さ
に
感

銘
を
受
け
ま
し
た
。

現
在
は
地
元
岡
山
へ
戻
り
、

運
輸
倉
庫
業
界
で
エ
ッ
セ
ン

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
、

ま
た
ト
ラ
ッ
ク
業
界
の
働
き

や
す
い
環
境
整
備
づ
く
り
に

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

校
友
会
で
は
、
岡
山
県
校

友
会
副
会
長
を
務
め
て
お
り
、

17
年
に
は
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
理

事
を
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
全
国

卒
業
生
の
集
い
、
栃
木
大
会
の

次
は
２
度
目
の
岡
山
大
会
の
予

定
だ
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
倉

敷
の
大
原
美
術
館
で
、
皆
さ
ま

と
お
会
い
で
き
る
日
を
息
子
と

共
に
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

藤
森

　元
則

藤
森
運
輸
株
式
会
社

代
表
取
締
役

’76
年

　経
営
学
部

経
営
学
科
卒

親
子
で
校
友
会
を
盛
り
上
げ
る

人員も、期間も、最小限で開発

利便性を高めるために常に進化

失敗を恐れず、成功の種にする

原 昌宏（はら・まさひろ）氏
【QRコード開発者】
株式会社デンソーウェーブ 
AUTO-ID事業部 主席技師。
1957年東京生まれ。76年法
政大学第二高等学校卒業。
80年法政大学工学部電気工
学科卒業。同年日本電装（現
デンソー）入社。84年バー
コードハンディスキャナを開
発。94年にQRコードを発表。
02年全国発明表彰発明賞、
14年欧州発明家賞など受賞
歴多数

〈進取の気象〉 デンソーウェーブ 原 昌宏さん
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着
実
に
増
え
て
い
き
ま
し

た
。
以
来
現
在
に
至
る
ま

で
、
法
政
大
学
を
卒
業
し

た
企
業
経
営
者
の
相
互
扶

助
と
識
見
の
向
上
を
理
念

に
掲
げ
、
2
0
1
0
年
9

月
に
は
そ
れ
ま
で
の
任
意

団
体
か
ら
一
般
財
団
法
人

と
な
り
、
そ
の
歴
史
に
新

た
な
一
ペ
ー
ジ
を
加
え
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　
主
な
活
動
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

業
界
で
経
営
者
と
し
て
活
躍
す

　
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
35
年
前
、

当
時
の
伝
統
あ
る
他
大
学
で
は

卒
業
生
企
業
経
営
者
の
団
体
が

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
学

に
は
そ
れ
ら
し
き
会
が
存
在
せ

ず
、
そ
の
よ
う
な
中
、
工
学
部

（
当
時
）
の
卒
業
生
有
志
に
よ
っ

て
当
会
の
前
身
で
あ
る
法
政
大

学
経
営
者
懇
談
会
が
産
声
を
上

げ
ま
し
た
。
設
立
か
ら
3
年
後

の
1
9
9
0
年
に
会
員
資
格
を

再
考
し
、
全
学
部
の
出
身
者
を

対
象
と
し
て
か
ら
は
、
会
員
も

る
会
員
に
よ
る
調
査
・
研
究
会

の
ほ
か
、
外
部
の
経
営
者
や
、

各
界
の
識
者
、
時
に
は
ス
ポ
ー

ツ
選
手
な
ど
を
招
い
た
講
演
会

や
懇
談
会
な
ど
で
す
。
こ
の
よ

う
な
活
動
は
、
経
営
者
の
識
見

を
向
上
さ
せ
る
だ
け
で
は
な

く
、
互
い
に
刺
激
や
触
発
を
受

け
る
こ
と
で
、
そ
れ
ま
で
の
意

識
や
理
念
を
見
つ
め
直
す
一
助

と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
法
政
大
学
と
の
連
携
、
校

友
会
・
後
援
会
、
お
よ
び
各
学

部
同
窓
会
と
の
連
携
し
た
活
動

や
、
学
生
・
大
学
院
生
に
対
す

る
顕
彰
、
お
よ
び
援
助
等
に
も

力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
現
在
の
日
本
経
済
に
目
を
向

け
る
と
、
い
や
応
な
き
グ
ロ
ー

バ
ル
化
と
Ｉ
Ｔ
化
の
波
の
中

で
、
も
の
づ
く
り
の
国
日
本
を

支
え
て
き
た
わ
が
国
の
生
産
シ

ス
テ
ム
、
特
に
中
小
企
業
の
熟

練
に
基
づ
く
生
産
体
制
は
方
向

転
換
の
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
変

化
に
対
し
て
小
回
り
の
効
く
組

織
運
営
が
で
き
る
の
も
中
小
企

業
で
す
。
相
互
に
情
報
交
換
し

協
力
し
合
う
こ
と
で
、
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
に
つ
な
げ
る
こ
と

が
わ
れ
わ
れ
の
生
き
残
る
道
か

と
思
い
ま
す
。

　
昨
今
は
コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
な

か
な
か
思
う
よ
う
な
活
動
が
で

き
な
い
面
も
あ
り
ま
す
が
、
今

後
も
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
交
換
や

文
化
活
動
を
通
じ
て
、
会
員
企

業
の
発
展
は
も
と
よ
り
、
母
校

法
政
大
学
の
発
展
に
寄
与
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
北
澤
寛
之
）

法
政
卒
業
生
企
業
経
営
者
の

相
互
扶
助
と
発
展
の
た
め
に

（
一
財
）法
政
大
学
経
営
者
懇
談
会

パートナー組織紹介SERIES

法
政
大
学
英
語
研
究
会

（Hosei English Speaking 
Society

、
略
称HESS

）
は

1
9
2
2
（
大
正
11
）
年
に
創

立
さ
れ
、
今
年
で
1
0
0
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。

創
立
当
時
は
ど
の
よ
う
な
時

代
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

大
学
令
に
よ
っ
て
私
立
大
学

の
設
置
が
認
め
ら
れ
、
法
大
の

前
身
で
あ
る
「
財
団
法
人
法
政

大
学
」
が
1
9
2
0
年
に
発
足

し
ま
し
た
。
法
学
部
、
経
済
学

部
を
設
置
し
、
大
学
予
科
、
専

門
部
、
各
学
部
の
研
究
科
を
設

け
て
い
ま
し
た
。
1
9
2
1
年

に
、
現
在
の
市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ

ス
に
校
舎
を
新
築
し
、
移
転
し

ま
し
た
。

1
9
2
2
年
に
は
、
法
学
部

に
文
学
科
と
哲
学
科
を
新
設

し
、
学
部
の
名
称
も
法
文
学
部

に
変
更
し
ま
し
た
。

第
１
次
世
界
大
戦
の
終
戦
間

も
な
い
時
期
で
、前
年
に
は
原

敬
首
相
の
暗
殺
事
件
が
あ
り
ま

し
た
。ま
た
、ス
タ
ー
リ
ン
が
ロ

シ
ア
共
産
党
書
記
長
に
選
出
さ

れ
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
、現
ベ
ラ
ル
ー

シ
な
ど
を
含
む
ソ
ビ
エ
ト
社
会

主
義
共
和
国
連
邦
が
成
立
す
る

な
ど
、激
動
の
時
代
で
し
た
。

そ
の
よ
う
な
時
代
に
、
ま

さ
に
「
進
取
の
気
象
」
に
富

ん
だ
先
輩
た
ち
が
立
ち
上
げ

た
の
が
、
会
の
前
身
と
な
る

「
パ
ロ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
」
で
し
た
。

（
1
9
2
9
年
に
「
法
政
英
語

研
究
会
」
に
会
称
を
変
更
）

同
会
の
運
営
や
存
続
に
お
い

て
、
時
代
時
代
で
数
々
の
困
難

に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
は
想
像
に

難
く
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
多
く
の
先
輩
方
の
努

力
に
よ
っ
て
1
0
0
年
の
歴
史

が
刻
ま
れ
続
け
、
1
8
0
0
名

を
超
え
る
卒
業
生
を
輩
出
し
、

国
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

素
晴
ら
し
い
足
跡
を
残
し
て
い

ま
す
。

現
在
の
学
生
は
、
ス
ピ
ー
チ
、

デ
ィ
ベ
ー
ト
、
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
、
ド
ラ
マ
、
リ
タ
ラ

チ
ャ
ー
と
い
っ
た
五
つ
の
セ
ク

シ
ョ
ン
に
分
か
れ
て
の
活
動
を

中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。

個
別
に
説
明
し
ま
す
と
、「
ス

ピ
ー
チ
」
は
聴
衆
を
前
に
し
た

弁
論
、「
デ
ィ
ベ
ー
ト
」
は
政
治
・

経
済
の
設
定
テ
ー
マ
を
、
肯
定

と
否
定
両
面
の
立
場
で
相
手

チ
ー
ム
と
論
戦
、「
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
」
は
設
定
テ
ー
マ
に
つ

い
て
グ
ル
ー
プ
で
議
論
、「
ド

ラ
マ
」
は
舞
台
劇
の
上
演
、「
リ

タ
ラ
チ
ャ
ー
」
は
映
画
鑑
賞
後

の
評
論
や
外
国
人
へ
の
ガ
イ

ド
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
全

て
英
語
で
行
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
多
く
の
活

動
は
他
大
学
と
の
交
流
や
、
優

劣
を
決
め
る
形
式
で
実
施
さ
れ

ま
す
。

活
動
そ
の
も
の
が
、
英
語
力

の
向
上
だ
け
で
は
な
く
、
考
え 〈

訃
報
〉

○
原
田 

健
一
氏
（
専
門
・
政
経

卒
）15
年
1
月
没 

享
年
92
歳

○
萩
原 

壽
穂
氏（
経
・
経
卒
）

15
年
5
月
28
日
没 

享
年
79
歳

○
小
宮
山 

光
男
氏（
経
・
経
卒
）

16
年
11
月
14
日
没 

享
年
74
歳

○
田
丸 

昭
一
氏（
工
・
建
設
卒
）

17
年
1
月
20
日
没 

享
年
88
歳

○
大
野 

眞
広
氏（
旧
経
・
経
卒
）

17
年
1
月
28
日
没 

享
年
92
歳

○
池
田 

宗
機
氏（
文
・
史
卒
）

17
年
4
月
没 

享
年
93
歳

○
山
口 

広
道
氏（
社
・
応
経
卒
）

17
年
7
月
19
日
没 

享
年
65
歳

○
稲
葉 

芳
昭
氏（
経
・
経
卒
）

17
年
10
月
没 

享
年
79
歳

○
橋
田 

義
明
氏（
法
・
法
卒
）

18
年
1
月
17
日
没 

享
年
72
歳

○
高
野 

俊
英
氏（
法
・
法
卒
）

18
年
2
月
没 
享
年
82
歳

○
梅
崎 
利
秋
氏
（
法
・
政
卒
）

18
年
12
月
31
日
没 
享
年
82
歳

○
柘 

茂
恭
氏（
経
・
商
卒
）

19
年
2
月
没 

享
年
82
歳

○
堀
内 

良
一
氏（
経
・
経
卒
）

19
年
4
月
3
日
没 

享
年
85
歳

○
石
田 

正
美
氏（
文
・
史
卒
）

20
年
4
月
10
日
没 

享
年
75
歳

○
長
谷
川 

忠
氏（
営
・
営
卒
）

20
年
5
月
6
日
没 

享
年
78
歳

○
松
浦 

英
俊
氏（
経
・
経
卒
）

20
年
6
月
6
日
没 

享
年
76
歳

○
宮
司 

健
志
氏（
経
・
商
卒
）

20
年
8
月
29
日
没 

享
年
86
歳

○
松
南 

裕
之
氏（
経
・
商
卒
）

20
年
10
月
没 

享
年
83
歳

○
大
貫 

邦
明
氏（
経
・
経
卒
）

20
年
11
月
没 

享
年
84
歳

○
鈴
村 

雅
子
氏（
文
・
日
文
卒
）

20
年
12
月
没 

享
年
79
歳

○
岡
部 

英
男
氏
（
工
専
・
建
設

卒
）20
年
没 

享
年
92
歳

○
河
野 

直
行
氏（
営
・
営
卒
）

21
年
1
月
没 

享
年
80
歳

○
倉
田 

竜
彦
氏（
法
・
法
卒
）

21
年
2
月
10
日
没 

享
年
76
歳

○
嵯
峨 

明
氏（
経
・
経
卒
）

21
年
3
月
3
日
没 

享
年
79
歳

〇
吉
田 

秀
則
氏（
法
・
法
卒
）

21
年
3
月
29
日
没 

享
年
63
歳

○
奥
田 

ス
ミ
氏（
法
・
法
卒
）

21
年
4
月
30
日
没 

享
年
89
歳

○
上
地 

弘
展
氏（
営
・
営
卒
）

21
年
4
月
没 

享
年
81
歳

○
関
根 

猛
氏（
法
・
法
卒
）

21
年
5
月
14
日
没 

享
年
82
歳

○
加
藤 

真
久
氏（
社
・
応
経
卒
）

21
年
6
月
没 

享
年
85
歳

○
和
田 

浅
吉
氏（
法
・
法
卒
）

21
年
6
月
没 

享
年
81
歳

○
山
内 

秀
一
氏（
工
・
建
築
卒
）

21
年
7
月
15
日
没 

享
年
76
歳

○
大
塚 

矩
雄
氏（
経
・
経
卒
）

21
年
10
月
3
日
没 

享
年
91
歳

○
吉
井 

達
夫
氏（
経
・
経
卒
）

21
年
10
月
没 

享
年
89
歳

○
鈴
木 

茂
氏（
文
・
日
文
卒
）

21
年
10
月
没 

享
年
68
歳

○
相
川 

榮
德
氏（
法
・
法
卒
）

21
年
11
月
4
日
没 

享
年
76
歳

○
橋
本 

俊
彦
氏
（
法
・
法
卒
）

21
年
11
月
10
日
没 

享
年
77
歳

〇
竹
重 
高
志
氏（
工
・
建
築
卒
）

工
体
連
O
B
会
会
長

21
年
11
月
23
日
没 
享
年
64
歳

○
濵
名 

達
氏（
社
・
社
卒
）

21
年
12
月
25
日
没 

享
年
79
歳

○
岩
村 

元
雄
氏（
経
・
経
卒
）

校
友
会
顧
問 

前
法
政
大
学
高

等
学
校
同
窓
会
会
長

21
年
12
月
31
日
没 

享
年
84
歳

○
大
倉 

龍
三
氏（
法
・
政
卒
）

21
年
没 

享
年
95
歳

○
佐
藤 

瑞
穂
氏
（
工
・
機
械
工

卒
）21
年
没 

享
年
86
歳

○
川
村 

賢
一
氏（
社
・
応
経
卒
）

21
年
没 

享
年
83
歳

○
三
谷 

勝
栄
氏（
経
・
経
卒
）

21
年
没 

享
年
82
歳

○
北
田 

茂
氏
（
1
9
5
3
年

法
・
法
卒
）21
年
没 

享
年
不
明

○
渡
辺 

文
司
氏（
経
・
経
卒
）

21
年
没 

享
年
88
歳

○
草
別 

義
昭
氏
（
工
・
経
営
工

卒
）21
年
没 

享
年
85
歳

○
髙
橋 

晋
氏（
法
・
法
卒
）

21
年
没 

享
年
88
歳

○
三
木 

民
生
氏（
営
・
営
卒
）

21
年
没 

享
年
74
歳

○
宮
崎 

宗
吉
氏
（
1
9
5
7
年 

文
・
教
卒
）21
年
没 

享
年
不
明

○
三
上 

純
昭
氏（
社
・
社
卒
）

21
年
没 

享
年
65
歳

○
五
十
川 

チ
ト
セ
氏
（
文
・
英

卒
）

22
年
1
月
17
日
没 

享
年
90
歳

○
橋
本 

茂
雄
氏（
経
・
商
卒
）

22
年
2
月
16
日
没 

享
年
84
歳

○
新
井 

欣
也
氏（
経
・
経
卒
）

22
年
2
月
28
日
没 

享
年
90
歳

○
石
井 

進
氏（
工
専
・
電
通
卒
）

22
年
3
月
25
日
没 

享
年
92
歳

○
松
永 

怜
一
氏（
経
・
経
卒
）

元
法
政
大
学
野
球
部
監
督

22
年
5
月
12
日
没 

享
年
90
歳

○
山
本 

武
志
氏（
経
・
経
卒
）

22
年
5
月
12
日
没 

享
年
80
歳

○
小
山
内 

信
一
氏
（
1
9
6
4

年 

営
・
営
卒
）

没
年
・
享
年
不
明

○
三
上 

哲
夫
氏
（
1
9
5
8
年 

経
・
商
卒
）没
年
・
享
年
不
明

○
田
邨 

弘
一
氏
（
1
9
6
8
年 

営
・
営
卒
）没
年
・
享
年
不
明

○
嶋
津 
靖
定
氏
（
1
9
5
9
年 

法
・
法
卒
）没
年
・
享
年
不
明

○
中
塚 
允
氏
（
1
9
6
0
年 

法
・
政
卒
）没
年
・
享
年
不
明

○
元
木 

恒
雄
氏
（
1
9
5
4
年 

経
・
商
業
卒
）没
年
・
享
年
不
明

○
斎
藤 

隆
氏
（
1
9
5
1
年 

経
・
経
卒
）没
年
・
享
年
不
明

○
林 

幹
雄
氏（
1
9
6
1
年 

法

政
二
高
卒
）没
年
・
享
年
不
明

○
太
田 

八
郎
氏
（
1
9
4
6
年 

旧
制
法
政
二
中
卒
）

没
年
・
享
年
不
明

○
乙
幡 

三
郎
氏
（
1
9
4
5
年 

法
政
二
高
卒
）没
年
・
享
年
不
明

○
落
合 

久
男
氏
（
1
9
4
8
年 

専
門
・
政
経
卒
）

没
年
・
享
年
不
明

○
渡
辺 

喜
之
氏
（
経
営
学
部
名

誉
教
授
）

21
年
10
月
16
日
没 

享
年
81
歳

○
本
間 

義
人
氏
（
現
代
福
祉
学

部
名
誉
教
授
）

22
年
1
月
12
日
没 

享
年
86
歳

○
駒
木 

悠
二
氏
（
工
学
部
名
誉

教
授
）

22
年
1
月
28
日
没 

享
年
81
歳

○
グ
レ
ン
ジ
ャ
ー
・
ト
ー
マ
ス

氏
（
法
政
中
高 

外
国
人
特
別
講

師
）

22
年
3
月
1
日
没 

享
年
56
歳

抜
く
力
、
主
体
性
、
分
析
力
、

論
理
性
、
プ
レ
ゼ
ン
能
力
、
グ

ロ
ー
バ
ル
感
覚
な
ど
を
磨
く
こ

と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

現
役
の
会
員
は
1
0
0
名
を

優
に
超
え
て
お
り
、
全
国
レ
ベ

ル
の
大
会
で
も
輝
か
し
い
実
績

を
残
し
て
い
ま
す
。

組
織
化
さ
れ
た
同
窓
会
も
発

足
20
年
目
を
迎
え
、
同
窓
会
の

定
期
開
催
、
会
報
の
発
行
な
ど
、

同
窓
生
間
の
交
流
促
進
を
図
る

と
と
も
に
、
現
役
生
へ
の
支
援

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
今
年
度
は
、「
創
立

1
0
0
周
年
記
念
事
業
」（
式

典
開
催
お
よ
び
記
念
誌
発
行
）

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
英
語
研
究
会
の

運
営
や
活
動
に
お
い
て
も
、
常

に
社
会
や
学
生
の
新
し
い
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
、
さ
ら
な
る
歴
史

を
刻
み
続
け
て
ほ
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

（
文
　
大
桃
信
義
）

２
０
１
２
年
開
催
の
90
周
年
記
念
式
典
の
様
子

「法政大学英語研究会」!!
100年の歴史を刻む 校友会紹介SERIES

菅
義
偉
前
首
相
、石
川

県
校
友
会
で
講
演
！

石
川
県
校
友
会

宮谷理香さんのピアノ演奏

え
て
開
催
さ
れ
た
。

冒
頭
、
今
回
の
ま
つ
り
の
実

行
委
員
長
で
あ
る
多
摩
北
部
支

部
元
角
昌
三
支
部
長
か
ら
、
コ

ロ
ナ
禍
を
克
服
し
、
3
年
ぶ
り

に
開
催
で
き
た
こ
と
に
安
堵

（
あ
ん
ど
）
し
て
い
る
と
の
開

会
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。
続
い
て
、

主
宰
の
東
京
都
校
友
会
山
本
冨

士
哉
会
長
挨
拶
、
廣
瀬
総
長
、

佐
々
木
校
友
会
会
長
、
朝
日
健

太
郎
参
議
院
議
員
、
開
催
都
市

か
ら
池
澤
隆
西
東
京
市
長
な
ど

か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
4
時

間
30
分
に
及
ぶ
東
京
法
政
ま
つ

り
が
開
始
さ
れ
た
。

22
年
5
月
28
日
は
晴
天
に
恵

ま
れ
、
日
本
一
住
ん
で
み
た
い

街
に
選
ば
れ
て
い
る
「
吉
祥
寺
」

の
「
武
蔵
野
公
会
堂
」
へ
廣
瀬

克
哉
総
長
、
佐
々
木
郁
夫
校
友

会
会
長
を
は
じ
め
2
9
5
名
の

校
友
の
参
加
、
ま
た
早
稲
田
大

学
、
慶
應
義
塾
大
学
、
明
治
大

学
、
中
央
大
学
、
國
學
院
大
學
、

東
京
国
際
大
学
、
創
価
大
学
、

関
西
大
学
の
校
友
会
代
表
を
迎

総
合
司
会
は
、
本
学
「
自
主

マ
ス
コ
ミ
講
座
」
出
身
の
舘
谷

春
香
さ
ん
が
担
当
し
た
。

第
一
部
は
廣
瀬
総
長
、
小
堀

哲
夫
デ
ザ
イ
ン
工
学
部
教
授
、

糸
久
正
人
社
会
学
部
准
教
授
に

よ
る
「
法
政
大
学
の
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
を
語
る
」
と
題
し
た

鼎
談
（
て
い
だ
ん
）
が
行
わ
れ

た
。
各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
立
す
べ
き
だ

と
の
話
が
注
目
さ
れ
た
。

第
二
部
の
皮
切
り
は
田
辺
い

ち
か
さ
ん
の
講
談
。
芸
名
の「
い

ち
か
」
は
師
匠
が
「
い
ち
か
ば

ち
か
当
た
っ
て
み
ろ
」
と
の
気

持
ち
で
付
け
て
く
れ
た
と
の
逸

話
で
笑
わ
せ
、
定
評
の
あ
る

話
術
で
聴
衆
を
引
き
付
け
た
。

次
に
本
学
落
語
研
究
会
出
身
の

三
遊
亭
兼
太
郎
さ
ん
が
登
場

し
、
明
る
く
テ
ン
ポ
の
良
い
語

り
口
で
「
や
ん
や
の
喝
采
」
を

浴
び
た
。

第
三
部
は
法
政
の
歌
姫
、
奈

月
れ
い
さ
ん
に
よ
る
歌
謡

シ
ョ
ー
。「
お
久
し
ぶ
り
ね
」

に
始
ま
り
、
東
京
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
シ
ッ
テ
ィ
ン
グ
バ

レ
ー
の
主
題
曲
に
選
ば
れ
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
曲
「
明
日
へ
」
と
続

き
、
ア
ン
コ
ー
ル
は
美
空
ひ
ば

り
の
「
人
生
一
路
」
と
、
全
７

曲
を
見
事
に
歌
い
上
げ
た
。

最
終
バ
ッ
タ
ー
は
、
95
年

シ
ョ
パ
ン
国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン

ク
ー
ル
入
賞
者
・
宮
谷
理
香
さ

ん
の
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
。「
ト

ル
コ
行
進
曲
」「
愛
の
夢
第
３

番
」「
幻
想
即
興
曲
」「
子
犬
の

ワ
ル
ツ
」
な
ど
の
な
じ
み
の
あ

る
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
他
に
、
名
画

「
ひ
ま
わ
り
」
の
主
題
曲
を
演

奏
し
た
。
曲
が
作
ら
れ
た
背
景

を
宮
谷
さ
ん
が
説
明
、
観
客
は

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
思
い
を
は
せ
、

多
く
の
人
た
ち
が
涙
し
た
。

例
年
は
法
政
大
学
校
歌
の
合

唱
で
締
め
る
が
、
今
回
は
コ
ロ

ナ
禍
の
た
め
奈
月
れ
い
さ
ん

が
独
唱
し
、
会
は
最
高
潮
に
達

し
た
。

実
行
委
員
会
の
事
務
局
長

佐
藤
公
男
さ
ん
に
よ
る
閉
会

の
挨
拶
で
、
楽
し
か
っ
た
「
東

京
法
政
ま
つ
り
in
吉
祥
寺
」

が
閉
幕
と
な
っ
た
。

（
文

　石
毛
利
雄
、

写
真

　大
桃
信
義
）

東
京
法
政
ま
つ
り

in
吉
祥
寺

駅
伝
部
へ
差
し
入
れ

千
葉
県
内
房
支
部

東
京
都
校
友
会

2
月
12
日（
土
）、
菅
義
偉
前

首
相
の
石
川
県
入
り
に
合
わ
せ

て
、法
政
大
学
石
川
県
校
友
会

の
懇
談
会
が
、小
松
市
の「
ホ
テ

ル
ビ
ナ
リ
オ
K
O
M
A
T
S
U

セ
ン
ト
レ
」
で
、
校
友
会
員
な

ら
び
に
後
援
会
員
40
名
を
集
め

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

塚
本
幹
雄
石
川
県
校
友
会
会

長
（
経
済
卒
・
コ
マ
ニ
ー
（
株
）

会
長
）
の
歓
迎
挨
拶
、
宮
元
陸

加
賀
市
長
（
法
・
政
治
卒
）
の

挨
拶
に
続
き
、
菅
義
偉
前
首
相

の
講
演
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

菅
前
首
相
は
秋
田
県
（
現
）

湯
沢
市
か
ら
上
京
し
、
法
政
大

学
卒
業
後
に
小
此
木
彦
三
郎
代

議
士
の
秘
書
を
務
め
、
政
治
家

の
道
を
歩
み
始
め
ま
し
た
。

横
浜
市
議
時
代
の
話
に
始
ま

り
、
神
奈
川
県
で
衆
議
院
議
員

に
な
り
、総
務
大
臣
と
し
て
「
ふ

る
さ
と
納
税
」
に
取
り
組
み
、

官
房
長
官
と
し
て
安
倍
首
相

（
当
時
）
を
支
え
ま
し
た
。

そ
し
て
、
法
政
大
学
卒
業
生

と
し
て
初
の
内
閣
総
理
大
臣

（
第
99
代
）
に
就
任
し
て
、

2
0
5
0
年
脱
炭
素
社
会
の
実

現
を
宣
言
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
率
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

水
準
達
成
、
携
帯
電
話
料
金
の

大
幅
値
下
げ
、
不
妊
治
療
の
保

険
適
用
、
デ
ジ
タ
ル
庁
発
足
、

子
ど
も
庁
創
設
準
備
、
そ
し
て
、

東
京
五
輪
が
開
催
で
き
た
話
を

さ
れ
ま
し
た
。

「
地
方
分
権
」
と
い
う
政
治

家
と
し
て
の
原
点
を
忘
れ
ず
、

今
後
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
の
こ
と
で
し
た
。

最
後
は
、
参
加
者
が
全
員
起

立
し
、
法
政
大
学
校
歌
を
声
高

ら
か
に
斉
唱
。「
フ
レ
ー
！
フ

レ
ー
！
法
政
」「
頑
張
れ
！
頑

張
れ
！
菅
」
の
エ
ー
ル
を
贈
り
、

閉
会
し
ま
し
た
。

な
お
、
庄
田
正
一
石
川
県
校

友
会
副
会
長
（
経
済
卒
・
金
沢

ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

（
株
）
社
長
）、
松
井
幹
夫
富

山
県
校
友
会
会
長
、
卯
野
修
三

能
美
市
議
、
中
野
廣
志
能
美
市

議
、
竹
田
良
平
小
松
市
議
も
出

席
し
ま
し
た
。

司
会
は
、
北
市
博
之
幹
事
長

（
経
営
卒
・（
株
）
北
市
漆
器
店

社
長
）
が
務
め
ま
し
た
。

（
監
事

　卯
野
修
三
）

校
友
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
健

勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

私
ど
も
、
北
海
道
校
友
会
札

幌
支
部
は
、
今
年
で
設
立

1
0
0
周
年
を
迎
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
令
和
4
年
8
月
27

日（
土
）に 

、札
幌
パ
ー
ク
ホ
テ

ル
（
札
幌
市
中
央
区
南
10
条
西

3
丁
目
1
番
1
号
、
T
E
L
：

0
1
1-

5
1
1-

3
1
3
1
）

に
お
い
て
、
記
念
事
業
と
し
て
、

廣
瀬
克
哉
総
長
に
よ
る
記
念
講

演
（
15
時
か
ら
16
時
ま
で
）、

懇
親
会
（
17
時
か
ら
19
時
ま
で
、

参
加
費
一
万
円
）
な
ど
を
実
施

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

札
幌
支
部
会
員
以
外
の
校
友

の
皆
さ
ま
に
も
、
ぜ
ひ
と
も
ご

参
加
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま

す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
、

2
0
2
2
年
8
月
10
日（
水
）

ま
で
に
、
北
海
道
校
友
会
札

幌
支
部
幹
事
長  

別
所
博
文

（E-m
ail

：hyw
hapha404

@tenor.ocn.ne.jp

）
あ
て
、

①
お
名
前
（
フ
リ
ガ
ナ
）②
ご

住
所
③
電
話
番
号
④
卒
業
学

部
・
卒
業
年
月
を
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
後
日
、
詳
細
の
案
内
と

振
込
票
を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

な
お
、
当
日
は
、
北
海
道

に
ゆ
か
り
の
あ
る
校
友
か
ら

お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い

た
だ
く
予
定
と
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
多
数
の
校
友
の

皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

（
北
海
道
校
友
会
会
長
兼
札

幌
支
部
支
部
長

　藤
井
幸
一
）

文
学
部
同
窓
会
で
は
、「
特

別
企
画
」
と
し
て
春
と
秋
に

都
内
・
近
郊
散
策
を
行
っ
て

い
ま
す
。

5
月
13
日
（
金
）、
本
会
の

清
原
孟
会
長
（
本
学
名
誉
教
授
）

に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
文
京
区

千
駄
木
の
「
文
京
区
立
森
鷗
外

記
念
館
」（
平
成
24
年
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
）
を
訪
れ
ま

し
た
。

千
代
田
線
「
千
駄
木
」
駅
に

集
合
し
て
、
折
か
ら
の
雨
の
中
、

団
子
坂
を
登
る
と
す
ぐ
左
側
が

記
念
館
で
し
た
。

森
鷗
外（
1
8
6
2
〜
1
9
2
2
）

は
島
根
県
津
和
野
出
身
で
、明

治
25
年（
1
8
9
2
）、こ
の
記

念
館
が
建
つ
地
に
居
を
構
え
て

「
観
潮
楼
」
と
命
名
し
（
こ
の

地
は
高
台
で
、
当
時
は
二
階
か

ら
品
川
沖
が
見
え
ま
し
た
）、

亡
く
な
る
ま
で
の
30
年
間
、
こ

の
地
に
住
ん
で
不
朽
の
文
業
を

確
立
し
ま
し
た
。

ド
イ
ツ
留
学
時
の
経
験
を
も

と
に
し
た
小
説
「
舞
姫
」
は
明

治
浪
漫
主
義
文
学
の
傑
作
で
あ

り
、「
山
椒
大
夫
」「
高
瀬
舟
」

な
ど
は
名
作
と
し
て
教
科
書
に

も
採
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

記
念
館
で
鷗
外
の
胸
像
や
遺

品
、
原
稿
な
ど
を
観
覧
し
て
、

鷗
外
を
し
の
び
ま
し
た
。

　

（
75
年
史
学
科
卒
・
金
森
和
彦
）

千
葉
県
校
友
会
内
房
支
部

（
小
尾
明
支
部
長
、
昭
和
46
年

法
学
部
卒
、
会
員
78
人
）
で
は
、

21
年
12
月
13
日
、
正
月
恒
例
の

箱
根
駅
伝
大
会
を
前
に
、
管
内

の
南
房
総
国
定
公
園
･
県
立
富

津
公
園
（
富
津
市
）
で
合
宿
中

の
駅
伝
部
に
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ

ン
ク
を
差
し
入
れ
ま
し
た
。

今
年
で
4
回
目
と
な
る
支
部

の
行
事
で
、
小
尾
支
部
長 

や

関
政
彦
相
談
役
ら
役
員
3
人
が

合
宿
中
の
民
宿
旅
館
「
ナ
カ
ヤ

マ
イ
ン
」
を
訪
れ
、エ
ン
ト
リ
ー

選
手
16
人
に
対
し
「
本
番
ま
で

あ
と
3
週
間
。
け
が
を
し
な
い

よ
う
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
激
励
し
、
段
ボ
ー
ル
5
箱
分

の
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク

（
5
0
0
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
入
り

1
2
0
本
）
を
手
渡
し
ま
し
た
。

同
公
園
は
近
年
、
有
力
大
学

駅
伝
チ
ー
ム
が
合
宿
練
習
に
集

ま
る
、
駅
伝
の
メ
ッ
カ
と
し
て

有
名
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
も
11
月
か
ら
12
月
に
か

け
て
青
山
学
院
や
明
治
、
東

洋
、
東
海
な
ど
の
強
豪
チ
ー
ム

が
相
次
い
で
来
園
し
、
在
京
の

テ
レ
ビ
局
も
取
材
に
訪
れ
て
い

ま
す
。

坪
田
智
夫
陸
上
部
駅
伝
監
督

に
よ
る
と
、
同
公
園
は
、
東
京

都
心
か
ら
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ

ン
を
利
用
す
れ
ば
自
動
車
で
約

1
時
間
と
い
う
近
い
距
離
に
あ

り
、
ま
た
気
候
温
暖
で
防
風
砂

防
林
に
囲
ま
れ
コ
ー
ス
も
平
坦

な
の
で
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
は

最
適
な
環
境
に
あ
る
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

  

（
副
支
部
長

　大
沼
邦
彦
）

4
月
16
日（
土
）東
京
法
政
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
メ
イ
ン
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
一
つ
と
し

て
、
春
と
秋
の
年
2
回
行
っ
て

い
る
、
靖
國
神
社
清
掃
奉
仕
が
、

メ
ン
バ
ー
関
係
者
含
め
て
、
約

20
名
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

前
日
ま
で
の
強
い
雨
も
止

み
、
暖
か
い
日
差
し
の
中
、
参

加
さ
れ
た
お
一
人
お
一
人
が
心

を
込
め
て
清
掃
し
、
今
回
も
千

鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
に
厳
か
な

気
持
ち
で
献
花
し
ま
し
た
。

22
年
5
月
22
日
経
営
学
部
同

窓
会
に
て
、
東
京
六
大
学
野
球

春
季
リ
ー
グ
戦
の
対
東
大
戦
を

観
戦
す
る
企
画
を
、
開
催
し
ま

し
た
。

昨
シ
ー
ズ
ン
ま
で
は
観
客
は

内
野
席
に
入
り
、
応
援
団
だ
け

が
遠
く
離
れ
た
外
野
席
で
応
援

を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
昨
日

の
試
合
よ
り
、
応
援
団
の
応
援

エ
リ
ア
が
内
野
席
に
変
更
と

な
っ
た
た
め
、
私
は
応
援
団
の

近
く
に
経
営
学
部
同
窓
会
の

方
々
と
陣
取
り
ま
し
た
。

試
合
前
に
行
わ
れ
る
エ
ー
ル

の
交
換
や
校
歌
斉
唱
で
は
応
援

団
の
演
奏
と
太
鼓
だ
け
で
、
観

客
は
声
を
出
す
こ
と
が
で
き
な

い
中
、
両
校
の
選
手
が
ホ
ー
ム

プ
レ
ー
ト
に
集
ま
り
試
合
が
始

ま
り
ま
し
た
。
試
合
中
も
、
選

手
へ
の
声
援
や
点
数
が
入
っ
た

時
に
行
わ
れ
る
隣
の
人
と
肩
を

組
ん
で
の
校
歌
斉
唱
が
で
き

ず
、
終
始
拍
手
だ
け
で
の
応

援
に
物
足
り
な
さ
を
感
じ
ま

し
た
が
、
選
手
た
ち
へ
の
思
い

を
込
め
、
手
の
ひ
ら
は
熱
く
汗

ば
ん
で
い
ま
し
た
。
試
合
結
果

は
9
対
2
で
勝
利
を
収
め
、
こ

の
東
大
戦
で
勝
点
3
を
獲
得
し

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
経
営
学
部
同

窓
会
と
し
て
皆
さ
ま
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
企
画
を
計

画
し
ま
す
の
で
、
ご
期
待

く
だ
さ
い
。
後
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
法
政
大
学
経
営

学
部
同
窓
会
」
で
…
。

（
昭
和
63
年
3
月
経
営
学
部

卒
業

　合
間
理
之
）

札
幌
支
部
1
0
0
周
年

記
念
事
業
の
ご
案
内

北
海
道
校
友
会

森鷗外記念館で

「
森
鷗
外
記
念
館
」を

訪
ね
る

文
学
部
同
窓
会

東
京
法
政
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
の
活
動
報
告

東
京
法
政
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

東
京
六
大
学
野
球

春
季
リ
ー
グ
戦
観
戦

経
営
学
部
同
窓
会

＜北海道校友会札幌支部100周年記念事業概要＞
１.日時：令和４年８月27日（土）

○15：00～16：00　廣瀬克哉総長による記念講演
○17：00～19：00　懇親会　

２.場所:札幌パークホテル
（札幌市中央区南10条西3丁目1番1号、TEL：011-511-3131）

３.参加費用（懇親会費）：1万円
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着
実
に
増
え
て
い
き
ま
し

た
。
以
来
現
在
に
至
る
ま

で
、
法
政
大
学
を
卒
業
し

た
企
業
経
営
者
の
相
互
扶

助
と
識
見
の
向
上
を
理
念

に
掲
げ
、
2
0
1
0
年
9

月
に
は
そ
れ
ま
で
の
任
意

団
体
か
ら
一
般
財
団
法
人

と
な
り
、
そ
の
歴
史
に
新

た
な
一
ペ
ー
ジ
を
加
え
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　
主
な
活
動
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

業
界
で
経
営
者
と
し
て
活
躍
す

　
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
35
年
前
、

当
時
の
伝
統
あ
る
他
大
学
で
は

卒
業
生
企
業
経
営
者
の
団
体
が

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
学

に
は
そ
れ
ら
し
き
会
が
存
在
せ

ず
、
そ
の
よ
う
な
中
、
工
学
部

（
当
時
）
の
卒
業
生
有
志
に
よ
っ

て
当
会
の
前
身
で
あ
る
法
政
大

学
経
営
者
懇
談
会
が
産
声
を
上

げ
ま
し
た
。
設
立
か
ら
3
年
後

の
1
9
9
0
年
に
会
員
資
格
を

再
考
し
、
全
学
部
の
出
身
者
を

対
象
と
し
て
か
ら
は
、
会
員
も

る
会
員
に
よ
る
調
査
・
研
究
会

の
ほ
か
、
外
部
の
経
営
者
や
、

各
界
の
識
者
、
時
に
は
ス
ポ
ー

ツ
選
手
な
ど
を
招
い
た
講
演
会

や
懇
談
会
な
ど
で
す
。
こ
の
よ

う
な
活
動
は
、
経
営
者
の
識
見

を
向
上
さ
せ
る
だ
け
で
は
な

く
、
互
い
に
刺
激
や
触
発
を
受

け
る
こ
と
で
、
そ
れ
ま
で
の
意

識
や
理
念
を
見
つ
め
直
す
一
助

と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
法
政
大
学
と
の
連
携
、
校

友
会
・
後
援
会
、
お
よ
び
各
学

部
同
窓
会
と
の
連
携
し
た
活
動

や
、
学
生
・
大
学
院
生
に
対
す

る
顕
彰
、
お
よ
び
援
助
等
に
も

力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
現
在
の
日
本
経
済
に
目
を
向

け
る
と
、
い
や
応
な
き
グ
ロ
ー

バ
ル
化
と
Ｉ
Ｔ
化
の
波
の
中

で
、
も
の
づ
く
り
の
国
日
本
を

支
え
て
き
た
わ
が
国
の
生
産
シ

ス
テ
ム
、
特
に
中
小
企
業
の
熟

練
に
基
づ
く
生
産
体
制
は
方
向

転
換
の
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
変

化
に
対
し
て
小
回
り
の
効
く
組

織
運
営
が
で
き
る
の
も
中
小
企

業
で
す
。
相
互
に
情
報
交
換
し

協
力
し
合
う
こ
と
で
、
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
に
つ
な
げ
る
こ
と

が
わ
れ
わ
れ
の
生
き
残
る
道
か

と
思
い
ま
す
。

　
昨
今
は
コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
な

か
な
か
思
う
よ
う
な
活
動
が
で

き
な
い
面
も
あ
り
ま
す
が
、
今

後
も
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
交
換
や

文
化
活
動
を
通
じ
て
、
会
員
企

業
の
発
展
は
も
と
よ
り
、
母
校

法
政
大
学
の
発
展
に
寄
与
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
北
澤
寛
之
）

法
政
卒
業
生
企
業
経
営
者
の

相
互
扶
助
と
発
展
の
た
め
に

（
一
財
）法
政
大
学
経
営
者
懇
談
会

パートナー組織紹介SERIES

法
政
大
学
英
語
研
究
会

（Hosei English Speaking 
Society

、
略
称HESS

）
は

1
9
2
2
（
大
正
11
）
年
に
創

立
さ
れ
、
今
年
で
1
0
0
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。

創
立
当
時
は
ど
の
よ
う
な
時

代
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

大
学
令
に
よ
っ
て
私
立
大
学

の
設
置
が
認
め
ら
れ
、
法
大
の

前
身
で
あ
る
「
財
団
法
人
法
政

大
学
」
が
1
9
2
0
年
に
発
足

し
ま
し
た
。
法
学
部
、
経
済
学

部
を
設
置
し
、
大
学
予
科
、
専

門
部
、
各
学
部
の
研
究
科
を
設

け
て
い
ま
し
た
。
1
9
2
1
年

に
、
現
在
の
市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ

ス
に
校
舎
を
新
築
し
、
移
転
し

ま
し
た
。

1
9
2
2
年
に
は
、
法
学
部

に
文
学
科
と
哲
学
科
を
新
設

し
、
学
部
の
名
称
も
法
文
学
部

に
変
更
し
ま
し
た
。

第
１
次
世
界
大
戦
の
終
戦
間

も
な
い
時
期
で
、前
年
に
は
原

敬
首
相
の
暗
殺
事
件
が
あ
り
ま

し
た
。ま
た
、ス
タ
ー
リ
ン
が
ロ

シ
ア
共
産
党
書
記
長
に
選
出
さ

れ
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
、現
ベ
ラ
ル
ー

シ
な
ど
を
含
む
ソ
ビ
エ
ト
社
会

主
義
共
和
国
連
邦
が
成
立
す
る

な
ど
、激
動
の
時
代
で
し
た
。

そ
の
よ
う
な
時
代
に
、
ま

さ
に
「
進
取
の
気
象
」
に
富

ん
だ
先
輩
た
ち
が
立
ち
上
げ

た
の
が
、
会
の
前
身
と
な
る

「
パ
ロ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
」
で
し
た
。

（
1
9
2
9
年
に
「
法
政
英
語

研
究
会
」
に
会
称
を
変
更
）

同
会
の
運
営
や
存
続
に
お
い

て
、
時
代
時
代
で
数
々
の
困
難

に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
は
想
像
に

難
く
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
多
く
の
先
輩
方
の
努

力
に
よ
っ
て
1
0
0
年
の
歴
史

が
刻
ま
れ
続
け
、
1
8
0
0
名

を
超
え
る
卒
業
生
を
輩
出
し
、

国
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

素
晴
ら
し
い
足
跡
を
残
し
て
い

ま
す
。

現
在
の
学
生
は
、
ス
ピ
ー
チ
、

デ
ィ
ベ
ー
ト
、
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
、
ド
ラ
マ
、
リ
タ
ラ

チ
ャ
ー
と
い
っ
た
五
つ
の
セ
ク

シ
ョ
ン
に
分
か
れ
て
の
活
動
を

中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。

個
別
に
説
明
し
ま
す
と
、「
ス

ピ
ー
チ
」
は
聴
衆
を
前
に
し
た

弁
論
、「
デ
ィ
ベ
ー
ト
」
は
政
治
・

経
済
の
設
定
テ
ー
マ
を
、
肯
定

と
否
定
両
面
の
立
場
で
相
手

チ
ー
ム
と
論
戦
、「
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
」
は
設
定
テ
ー
マ
に
つ

い
て
グ
ル
ー
プ
で
議
論
、「
ド

ラ
マ
」
は
舞
台
劇
の
上
演
、「
リ

タ
ラ
チ
ャ
ー
」
は
映
画
鑑
賞
後

の
評
論
や
外
国
人
へ
の
ガ
イ

ド
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
全

て
英
語
で
行
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
多
く
の
活

動
は
他
大
学
と
の
交
流
や
、
優

劣
を
決
め
る
形
式
で
実
施
さ
れ

ま
す
。

活
動
そ
の
も
の
が
、
英
語
力

の
向
上
だ
け
で
は
な
く
、
考
え 〈

訃
報
〉

○
原
田 

健
一
氏
（
専
門
・
政
経

卒
）15
年
1
月
没 

享
年
92
歳

○
萩
原 

壽
穂
氏（
経
・
経
卒
）

15
年
5
月
28
日
没 

享
年
79
歳

○
小
宮
山 

光
男
氏（
経
・
経
卒
）

16
年
11
月
14
日
没 

享
年
74
歳

○
田
丸 

昭
一
氏（
工
・
建
設
卒
）

17
年
1
月
20
日
没 

享
年
88
歳

○
大
野 

眞
広
氏（
旧
経
・
経
卒
）

17
年
1
月
28
日
没 

享
年
92
歳

○
池
田 

宗
機
氏（
文
・
史
卒
）

17
年
4
月
没 

享
年
93
歳

○
山
口 

広
道
氏（
社
・
応
経
卒
）

17
年
7
月
19
日
没 

享
年
65
歳

○
稲
葉 

芳
昭
氏（
経
・
経
卒
）

17
年
10
月
没 

享
年
79
歳

○
橋
田 

義
明
氏（
法
・
法
卒
）

18
年
1
月
17
日
没 

享
年
72
歳

○
高
野 
俊
英
氏（
法
・
法
卒
）

18
年
2
月
没 

享
年
82
歳

○
梅
崎 

利
秋
氏
（
法
・
政
卒
）

18
年
12
月
31
日
没 

享
年
82
歳

○
柘 

茂
恭
氏（
経
・
商
卒
）

19
年
2
月
没 

享
年
82
歳

○
堀
内 

良
一
氏（
経
・
経
卒
）

19
年
4
月
3
日
没 

享
年
85
歳

○
石
田 

正
美
氏（
文
・
史
卒
）

20
年
4
月
10
日
没 

享
年
75
歳

○
長
谷
川 

忠
氏（
営
・
営
卒
）

20
年
5
月
6
日
没 

享
年
78
歳

○
松
浦 

英
俊
氏（
経
・
経
卒
）

20
年
6
月
6
日
没 

享
年
76
歳

○
宮
司 

健
志
氏（
経
・
商
卒
）

20
年
8
月
29
日
没 

享
年
86
歳

○
松
南 

裕
之
氏（
経
・
商
卒
）

20
年
10
月
没 

享
年
83
歳

○
大
貫 

邦
明
氏（
経
・
経
卒
）

20
年
11
月
没 

享
年
84
歳

○
鈴
村 

雅
子
氏（
文
・
日
文
卒
）

20
年
12
月
没 

享
年
79
歳

○
岡
部 

英
男
氏
（
工
専
・
建
設

卒
）20
年
没 

享
年
92
歳

○
河
野 

直
行
氏（
営
・
営
卒
）

21
年
1
月
没 

享
年
80
歳

○
倉
田 

竜
彦
氏（
法
・
法
卒
）

21
年
2
月
10
日
没 

享
年
76
歳

○
嵯
峨 

明
氏（
経
・
経
卒
）

21
年
3
月
3
日
没 

享
年
79
歳

〇
吉
田 

秀
則
氏（
法
・
法
卒
）

21
年
3
月
29
日
没 

享
年
63
歳

○
奥
田 

ス
ミ
氏（
法
・
法
卒
）

21
年
4
月
30
日
没 

享
年
89
歳

○
上
地 

弘
展
氏（
営
・
営
卒
）

21
年
4
月
没 

享
年
81
歳

○
関
根 

猛
氏（
法
・
法
卒
）

21
年
5
月
14
日
没 

享
年
82
歳

○
加
藤 

真
久
氏（
社
・
応
経
卒
）

21
年
6
月
没 

享
年
85
歳

○
和
田 

浅
吉
氏（
法
・
法
卒
）

21
年
6
月
没 

享
年
81
歳

○
山
内 

秀
一
氏（
工
・
建
築
卒
）

21
年
7
月
15
日
没 

享
年
76
歳

○
大
塚 

矩
雄
氏（
経
・
経
卒
）

21
年
10
月
3
日
没 

享
年
91
歳

○
吉
井 

達
夫
氏（
経
・
経
卒
）

21
年
10
月
没 

享
年
89
歳

○
鈴
木 

茂
氏（
文
・
日
文
卒
）

21
年
10
月
没 

享
年
68
歳

○
相
川 

榮
德
氏（
法
・
法
卒
）

21
年
11
月
4
日
没 

享
年
76
歳

○
橋
本 

俊
彦
氏
（
法
・
法
卒
）

21
年
11
月
10
日
没 

享
年
77
歳

〇
竹
重 

高
志
氏（
工
・
建
築
卒
）

工
体
連
O
B
会
会
長

21
年
11
月
23
日
没 

享
年
64
歳

○
濵
名 

達
氏（
社
・
社
卒
）

21
年
12
月
25
日
没 

享
年
79
歳

○
岩
村 

元
雄
氏（
経
・
経
卒
）

校
友
会
顧
問 

前
法
政
大
学
高

等
学
校
同
窓
会
会
長

21
年
12
月
31
日
没 

享
年
84
歳

○
大
倉 

龍
三
氏（
法
・
政
卒
）

21
年
没 

享
年
95
歳

○
佐
藤 

瑞
穂
氏
（
工
・
機
械
工

卒
）21
年
没 

享
年
86
歳

○
川
村 

賢
一
氏（
社
・
応
経
卒
）

21
年
没 

享
年
83
歳

○
三
谷 

勝
栄
氏（
経
・
経
卒
）

21
年
没 

享
年
82
歳

○
北
田 

茂
氏
（
1
9
5
3
年

法
・
法
卒
）21
年
没 

享
年
不
明

○
渡
辺 

文
司
氏（
経
・
経
卒
）

21
年
没 

享
年
88
歳

○
草
別 

義
昭
氏
（
工
・
経
営
工

卒
）21
年
没 

享
年
85
歳

○
髙
橋 

晋
氏（
法
・
法
卒
）

21
年
没 

享
年
88
歳

○
三
木 

民
生
氏（
営
・
営
卒
）

21
年
没 

享
年
74
歳

○
宮
崎 

宗
吉
氏
（
1
9
5
7
年 

文
・
教
卒
）21
年
没 

享
年
不
明

○
三
上 

純
昭
氏（
社
・
社
卒
）

21
年
没 

享
年
65
歳

○
五
十
川 

チ
ト
セ
氏
（
文
・
英

卒
）

22
年
1
月
17
日
没 

享
年
90
歳

○
橋
本 

茂
雄
氏（
経
・
商
卒
）

22
年
2
月
16
日
没 

享
年
84
歳

○
新
井 

欣
也
氏（
経
・
経
卒
）

22
年
2
月
28
日
没 

享
年
90
歳

○
石
井 

進
氏（
工
専
・
電
通
卒
）

22
年
3
月
25
日
没 

享
年
92
歳

○
松
永 

怜
一
氏（
経
・
経
卒
）

元
法
政
大
学
野
球
部
監
督

22
年
5
月
12
日
没 

享
年
90
歳

○
山
本 

武
志
氏（
経
・
経
卒
）

22
年
5
月
12
日
没 

享
年
80
歳

○
小
山
内 

信
一
氏
（
1
9
6
4

年 

営
・
営
卒
）

没
年
・
享
年
不
明

○
三
上 

哲
夫
氏
（
1
9
5
8
年 

経
・
商
卒
）没
年
・
享
年
不
明

○
田
邨 

弘
一
氏
（
1
9
6
8
年 

営
・
営
卒
）没
年
・
享
年
不
明

○
嶋
津 

靖
定
氏
（
1
9
5
9
年 

法
・
法
卒
）没
年
・
享
年
不
明

○
中
塚 

允
氏
（
1
9
6
0
年 

法
・
政
卒
）没
年
・
享
年
不
明

○
元
木 

恒
雄
氏
（
1
9
5
4
年 

経
・
商
業
卒
）没
年
・
享
年
不
明

○
斎
藤 

隆
氏
（
1
9
5
1
年 

経
・
経
卒
）没
年
・
享
年
不
明

○
林 

幹
雄
氏（
1
9
6
1
年 

法

政
二
高
卒
）没
年
・
享
年
不
明

○
太
田 

八
郎
氏
（
1
9
4
6
年 

旧
制
法
政
二
中
卒
）

没
年
・
享
年
不
明

○
乙
幡 

三
郎
氏
（
1
9
4
5
年 

法
政
二
高
卒
）没
年
・
享
年
不
明

○
落
合 

久
男
氏
（
1
9
4
8
年 

専
門
・
政
経
卒
）

没
年
・
享
年
不
明

○
渡
辺 

喜
之
氏
（
経
営
学
部
名

誉
教
授
）

21
年
10
月
16
日
没 

享
年
81
歳

○
本
間 

義
人
氏
（
現
代
福
祉
学

部
名
誉
教
授
）

22
年
1
月
12
日
没 

享
年
86
歳

○
駒
木 

悠
二
氏
（
工
学
部
名
誉

教
授
）

22
年
1
月
28
日
没 

享
年
81
歳

○
グ
レ
ン
ジ
ャ
ー
・
ト
ー
マ
ス

氏
（
法
政
中
高 

外
国
人
特
別
講

師
）

22
年
3
月
1
日
没 

享
年
56
歳

抜
く
力
、
主
体
性
、
分
析
力
、

論
理
性
、
プ
レ
ゼ
ン
能
力
、
グ

ロ
ー
バ
ル
感
覚
な
ど
を
磨
く
こ

と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

現
役
の
会
員
は
1
0
0
名
を

優
に
超
え
て
お
り
、
全
国
レ
ベ

ル
の
大
会
で
も
輝
か
し
い
実
績

を
残
し
て
い
ま
す
。

組
織
化
さ
れ
た
同
窓
会
も
発

足
20
年
目
を
迎
え
、
同
窓
会
の

定
期
開
催
、
会
報
の
発
行
な
ど
、

同
窓
生
間
の
交
流
促
進
を
図
る

と
と
も
に
、
現
役
生
へ
の
支
援

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
今
年
度
は
、「
創
立

1
0
0
周
年
記
念
事
業
」（
式

典
開
催
お
よ
び
記
念
誌
発
行
）

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
英
語
研
究
会
の

運
営
や
活
動
に
お
い
て
も
、
常

に
社
会
や
学
生
の
新
し
い
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
、
さ
ら
な
る
歴
史

を
刻
み
続
け
て
ほ
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

（
文
　
大
桃
信
義
）

２
０
１
２
年
開
催
の
90
周
年
記
念
式
典
の
様
子

「法政大学英語研究会」!!
100年の歴史を刻む 校友会紹介SERIES

菅
義
偉
前
首
相
、石
川

県
校
友
会
で
講
演
！

石
川
県
校
友
会

宮谷理香さんのピアノ演奏

え
て
開
催
さ
れ
た
。

冒
頭
、
今
回
の
ま
つ
り
の
実

行
委
員
長
で
あ
る
多
摩
北
部
支

部
元
角
昌
三
支
部
長
か
ら
、
コ

ロ
ナ
禍
を
克
服
し
、
3
年
ぶ
り

に
開
催
で
き
た
こ
と
に
安
堵

（
あ
ん
ど
）
し
て
い
る
と
の
開

会
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。
続
い
て
、

主
宰
の
東
京
都
校
友
会
山
本
冨

士
哉
会
長
挨
拶
、
廣
瀬
総
長
、

佐
々
木
校
友
会
会
長
、
朝
日
健

太
郎
参
議
院
議
員
、
開
催
都
市

か
ら
池
澤
隆
西
東
京
市
長
な
ど

か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
4
時

間
30
分
に
及
ぶ
東
京
法
政
ま
つ

り
が
開
始
さ
れ
た
。

22
年
5
月
28
日
は
晴
天
に
恵

ま
れ
、
日
本
一
住
ん
で
み
た
い

街
に
選
ば
れ
て
い
る
「
吉
祥
寺
」

の
「
武
蔵
野
公
会
堂
」
へ
廣
瀬

克
哉
総
長
、
佐
々
木
郁
夫
校
友

会
会
長
を
は
じ
め
2
9
5
名
の

校
友
の
参
加
、
ま
た
早
稲
田
大

学
、
慶
應
義
塾
大
学
、
明
治
大

学
、
中
央
大
学
、
國
學
院
大
學
、

東
京
国
際
大
学
、
創
価
大
学
、

関
西
大
学
の
校
友
会
代
表
を
迎

総
合
司
会
は
、
本
学
「
自
主

マ
ス
コ
ミ
講
座
」
出
身
の
舘
谷

春
香
さ
ん
が
担
当
し
た
。

第
一
部
は
廣
瀬
総
長
、
小
堀

哲
夫
デ
ザ
イ
ン
工
学
部
教
授
、

糸
久
正
人
社
会
学
部
准
教
授
に

よ
る
「
法
政
大
学
の
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
を
語
る
」
と
題
し
た

鼎
談
（
て
い
だ
ん
）
が
行
わ
れ

た
。
各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
立
す
べ
き
だ

と
の
話
が
注
目
さ
れ
た
。

第
二
部
の
皮
切
り
は
田
辺
い

ち
か
さ
ん
の
講
談
。
芸
名
の「
い

ち
か
」
は
師
匠
が
「
い
ち
か
ば

ち
か
当
た
っ
て
み
ろ
」
と
の
気

持
ち
で
付
け
て
く
れ
た
と
の
逸

話
で
笑
わ
せ
、
定
評
の
あ
る

話
術
で
聴
衆
を
引
き
付
け
た
。

次
に
本
学
落
語
研
究
会
出
身
の

三
遊
亭
兼
太
郎
さ
ん
が
登
場

し
、
明
る
く
テ
ン
ポ
の
良
い
語

り
口
で
「
や
ん
や
の
喝
采
」
を

浴
び
た
。

第
三
部
は
法
政
の
歌
姫
、
奈

月
れ
い
さ
ん
に
よ
る
歌
謡

シ
ョ
ー
。「
お
久
し
ぶ
り
ね
」

に
始
ま
り
、
東
京
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
シ
ッ
テ
ィ
ン
グ
バ

レ
ー
の
主
題
曲
に
選
ば
れ
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
曲
「
明
日
へ
」
と
続

き
、
ア
ン
コ
ー
ル
は
美
空
ひ
ば

り
の
「
人
生
一
路
」
と
、
全
７

曲
を
見
事
に
歌
い
上
げ
た
。

最
終
バ
ッ
タ
ー
は
、
95
年

シ
ョ
パ
ン
国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン

ク
ー
ル
入
賞
者
・
宮
谷
理
香
さ

ん
の
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
。「
ト

ル
コ
行
進
曲
」「
愛
の
夢
第
３

番
」「
幻
想
即
興
曲
」「
子
犬
の

ワ
ル
ツ
」
な
ど
の
な
じ
み
の
あ

る
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
他
に
、
名
画

「
ひ
ま
わ
り
」
の
主
題
曲
を
演

奏
し
た
。
曲
が
作
ら
れ
た
背
景

を
宮
谷
さ
ん
が
説
明
、
観
客
は

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
思
い
を
は
せ
、

多
く
の
人
た
ち
が
涙
し
た
。

例
年
は
法
政
大
学
校
歌
の
合

唱
で
締
め
る
が
、
今
回
は
コ
ロ

ナ
禍
の
た
め
奈
月
れ
い
さ
ん

が
独
唱
し
、
会
は
最
高
潮
に
達

し
た
。

実
行
委
員
会
の
事
務
局
長

佐
藤
公
男
さ
ん
に
よ
る
閉
会

の
挨
拶
で
、
楽
し
か
っ
た
「
東

京
法
政
ま
つ
り
in
吉
祥
寺
」

が
閉
幕
と
な
っ
た
。

（
文

　石
毛
利
雄
、

写
真

　大
桃
信
義
）

東
京
法
政
ま
つ
り

in
吉
祥
寺

駅
伝
部
へ
差
し
入
れ

千
葉
県
内
房
支
部

東
京
都
校
友
会

2
月
12
日（
土
）、
菅
義
偉
前

首
相
の
石
川
県
入
り
に
合
わ
せ

て
、法
政
大
学
石
川
県
校
友
会

の
懇
談
会
が
、小
松
市
の「
ホ
テ

ル
ビ
ナ
リ
オ
K
O
M
A
T
S
U

セ
ン
ト
レ
」
で
、
校
友
会
員
な

ら
び
に
後
援
会
員
40
名
を
集
め

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

塚
本
幹
雄
石
川
県
校
友
会
会

長
（
経
済
卒
・
コ
マ
ニ
ー
（
株
）

会
長
）
の
歓
迎
挨
拶
、
宮
元
陸

加
賀
市
長
（
法
・
政
治
卒
）
の

挨
拶
に
続
き
、
菅
義
偉
前
首
相

の
講
演
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

菅
前
首
相
は
秋
田
県
（
現
）

湯
沢
市
か
ら
上
京
し
、
法
政
大

学
卒
業
後
に
小
此
木
彦
三
郎
代

議
士
の
秘
書
を
務
め
、
政
治
家

の
道
を
歩
み
始
め
ま
し
た
。

横
浜
市
議
時
代
の
話
に
始
ま

り
、
神
奈
川
県
で
衆
議
院
議
員

に
な
り
、総
務
大
臣
と
し
て
「
ふ

る
さ
と
納
税
」
に
取
り
組
み
、

官
房
長
官
と
し
て
安
倍
首
相

（
当
時
）
を
支
え
ま
し
た
。

そ
し
て
、
法
政
大
学
卒
業
生

と
し
て
初
の
内
閣
総
理
大
臣

（
第
99
代
）
に
就
任
し
て
、

2
0
5
0
年
脱
炭
素
社
会
の
実

現
を
宣
言
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
率
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

水
準
達
成
、
携
帯
電
話
料
金
の

大
幅
値
下
げ
、
不
妊
治
療
の
保

険
適
用
、
デ
ジ
タ
ル
庁
発
足
、

子
ど
も
庁
創
設
準
備
、
そ
し
て
、

東
京
五
輪
が
開
催
で
き
た
話
を

さ
れ
ま
し
た
。

「
地
方
分
権
」
と
い
う
政
治

家
と
し
て
の
原
点
を
忘
れ
ず
、

今
後
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
の
こ
と
で
し
た
。

最
後
は
、
参
加
者
が
全
員
起

立
し
、
法
政
大
学
校
歌
を
声
高

ら
か
に
斉
唱
。「
フ
レ
ー
！
フ

レ
ー
！
法
政
」「
頑
張
れ
！
頑

張
れ
！
菅
」
の
エ
ー
ル
を
贈
り
、

閉
会
し
ま
し
た
。

な
お
、
庄
田
正
一
石
川
県
校

友
会
副
会
長
（
経
済
卒
・
金
沢

ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

（
株
）
社
長
）、
松
井
幹
夫
富

山
県
校
友
会
会
長
、
卯
野
修
三

能
美
市
議
、
中
野
廣
志
能
美
市

議
、
竹
田
良
平
小
松
市
議
も
出

席
し
ま
し
た
。

司
会
は
、
北
市
博
之
幹
事
長

（
経
営
卒
・（
株
）
北
市
漆
器
店

社
長
）
が
務
め
ま
し
た
。

（
監
事

　卯
野
修
三
）

校
友
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
健

勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

私
ど
も
、
北
海
道
校
友
会
札

幌
支
部
は
、
今
年
で
設
立

1
0
0
周
年
を
迎
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
令
和
4
年
8
月
27

日（
土
）に 

、札
幌
パ
ー
ク
ホ
テ

ル
（
札
幌
市
中
央
区
南
10
条
西

3
丁
目
1
番
1
号
、
T
E
L
：

0
1
1-

5
1
1-

3
1
3
1
）

に
お
い
て
、
記
念
事
業
と
し
て
、

廣
瀬
克
哉
総
長
に
よ
る
記
念
講

演
（
15
時
か
ら
16
時
ま
で
）、

懇
親
会
（
17
時
か
ら
19
時
ま
で
、

参
加
費
一
万
円
）
な
ど
を
実
施

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

札
幌
支
部
会
員
以
外
の
校
友

の
皆
さ
ま
に
も
、
ぜ
ひ
と
も
ご

参
加
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま

す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
、

2
0
2
2
年
8
月
10
日（
水
）

ま
で
に
、
北
海
道
校
友
会
札

幌
支
部
幹
事
長  

別
所
博
文

（E-m
ail

：hyw
hapha404

@tenor.ocn.ne.jp

）
あ
て
、

①
お
名
前
（
フ
リ
ガ
ナ
）②
ご

住
所
③
電
話
番
号
④
卒
業
学

部
・
卒
業
年
月
を
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
後
日
、
詳
細
の
案
内
と

振
込
票
を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

な
お
、
当
日
は
、
北
海
道

に
ゆ
か
り
の
あ
る
校
友
か
ら

お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い

た
だ
く
予
定
と
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
多
数
の
校
友
の

皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

（
北
海
道
校
友
会
会
長
兼
札

幌
支
部
支
部
長

　藤
井
幸
一
）

文
学
部
同
窓
会
で
は
、「
特

別
企
画
」
と
し
て
春
と
秋
に

都
内
・
近
郊
散
策
を
行
っ
て

い
ま
す
。

5
月
13
日
（
金
）、
本
会
の

清
原
孟
会
長
（
本
学
名
誉
教
授
）

に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
文
京
区

千
駄
木
の
「
文
京
区
立
森
鷗
外

記
念
館
」（
平
成
24
年
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
）
を
訪
れ
ま

し
た
。

千
代
田
線
「
千
駄
木
」
駅
に

集
合
し
て
、
折
か
ら
の
雨
の
中
、

団
子
坂
を
登
る
と
す
ぐ
左
側
が

記
念
館
で
し
た
。

森
鷗
外（
1
8
6
2
〜
1
9
2
2
）

は
島
根
県
津
和
野
出
身
で
、明

治
25
年（
1
8
9
2
）、こ
の
記

念
館
が
建
つ
地
に
居
を
構
え
て

「
観
潮
楼
」
と
命
名
し
（
こ
の

地
は
高
台
で
、
当
時
は
二
階
か

ら
品
川
沖
が
見
え
ま
し
た
）、

亡
く
な
る
ま
で
の
30
年
間
、
こ

の
地
に
住
ん
で
不
朽
の
文
業
を

確
立
し
ま
し
た
。

ド
イ
ツ
留
学
時
の
経
験
を
も

と
に
し
た
小
説
「
舞
姫
」
は
明

治
浪
漫
主
義
文
学
の
傑
作
で
あ

り
、「
山
椒
大
夫
」「
高
瀬
舟
」

な
ど
は
名
作
と
し
て
教
科
書
に

も
採
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

記
念
館
で
鷗
外
の
胸
像
や
遺

品
、
原
稿
な
ど
を
観
覧
し
て
、

鷗
外
を
し
の
び
ま
し
た
。

　

（
75
年
史
学
科
卒
・
金
森
和
彦
）

千
葉
県
校
友
会
内
房
支
部

（
小
尾
明
支
部
長
、
昭
和
46
年

法
学
部
卒
、
会
員
78
人
）
で
は
、

21
年
12
月
13
日
、
正
月
恒
例
の

箱
根
駅
伝
大
会
を
前
に
、
管
内

の
南
房
総
国
定
公
園
･
県
立
富

津
公
園
（
富
津
市
）
で
合
宿
中

の
駅
伝
部
に
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ

ン
ク
を
差
し
入
れ
ま
し
た
。

今
年
で
4
回
目
と
な
る
支
部

の
行
事
で
、
小
尾
支
部
長 

や

関
政
彦
相
談
役
ら
役
員
3
人
が

合
宿
中
の
民
宿
旅
館
「
ナ
カ
ヤ

マ
イ
ン
」
を
訪
れ
、エ
ン
ト
リ
ー

選
手
16
人
に
対
し
「
本
番
ま
で

あ
と
3
週
間
。
け
が
を
し
な
い

よ
う
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
激
励
し
、
段
ボ
ー
ル
5
箱
分

の
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク

（
5
0
0
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
入
り

1
2
0
本
）
を
手
渡
し
ま
し
た
。

同
公
園
は
近
年
、
有
力
大
学

駅
伝
チ
ー
ム
が
合
宿
練
習
に
集

ま
る
、
駅
伝
の
メ
ッ
カ
と
し
て

有
名
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
も
11
月
か
ら
12
月
に
か

け
て
青
山
学
院
や
明
治
、
東

洋
、
東
海
な
ど
の
強
豪
チ
ー
ム

が
相
次
い
で
来
園
し
、
在
京
の

テ
レ
ビ
局
も
取
材
に
訪
れ
て
い

ま
す
。

坪
田
智
夫
陸
上
部
駅
伝
監
督

に
よ
る
と
、
同
公
園
は
、
東
京

都
心
か
ら
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ

ン
を
利
用
す
れ
ば
自
動
車
で
約

1
時
間
と
い
う
近
い
距
離
に
あ

り
、
ま
た
気
候
温
暖
で
防
風
砂

防
林
に
囲
ま
れ
コ
ー
ス
も
平
坦

な
の
で
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
は

最
適
な
環
境
に
あ
る
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

  

（
副
支
部
長

　大
沼
邦
彦
）

4
月
16
日（
土
）東
京
法
政
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
メ
イ
ン
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
一
つ
と
し

て
、
春
と
秋
の
年
2
回
行
っ
て

い
る
、
靖
國
神
社
清
掃
奉
仕
が
、

メ
ン
バ
ー
関
係
者
含
め
て
、
約

20
名
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

前
日
ま
で
の
強
い
雨
も
止

み
、
暖
か
い
日
差
し
の
中
、
参

加
さ
れ
た
お
一
人
お
一
人
が
心

を
込
め
て
清
掃
し
、
今
回
も
千

鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
に
厳
か
な

気
持
ち
で
献
花
し
ま
し
た
。

22
年
5
月
22
日
経
営
学
部
同

窓
会
に
て
、
東
京
六
大
学
野
球

春
季
リ
ー
グ
戦
の
対
東
大
戦
を

観
戦
す
る
企
画
を
、
開
催
し
ま

し
た
。

昨
シ
ー
ズ
ン
ま
で
は
観
客
は

内
野
席
に
入
り
、
応
援
団
だ
け

が
遠
く
離
れ
た
外
野
席
で
応
援

を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
昨
日

の
試
合
よ
り
、
応
援
団
の
応
援

エ
リ
ア
が
内
野
席
に
変
更
と

な
っ
た
た
め
、
私
は
応
援
団
の

近
く
に
経
営
学
部
同
窓
会
の

方
々
と
陣
取
り
ま
し
た
。

試
合
前
に
行
わ
れ
る
エ
ー
ル

の
交
換
や
校
歌
斉
唱
で
は
応
援

団
の
演
奏
と
太
鼓
だ
け
で
、
観

客
は
声
を
出
す
こ
と
が
で
き
な

い
中
、
両
校
の
選
手
が
ホ
ー
ム

プ
レ
ー
ト
に
集
ま
り
試
合
が
始

ま
り
ま
し
た
。
試
合
中
も
、
選

手
へ
の
声
援
や
点
数
が
入
っ
た

時
に
行
わ
れ
る
隣
の
人
と
肩
を

組
ん
で
の
校
歌
斉
唱
が
で
き

ず
、
終
始
拍
手
だ
け
で
の
応

援
に
物
足
り
な
さ
を
感
じ
ま

し
た
が
、
選
手
た
ち
へ
の
思
い

を
込
め
、
手
の
ひ
ら
は
熱
く
汗

ば
ん
で
い
ま
し
た
。
試
合
結
果

は
9
対
2
で
勝
利
を
収
め
、
こ

の
東
大
戦
で
勝
点
3
を
獲
得
し

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
経
営
学
部
同

窓
会
と
し
て
皆
さ
ま
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
企
画
を
計

画
し
ま
す
の
で
、
ご
期
待

く
だ
さ
い
。
後
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
法
政
大
学
経
営

学
部
同
窓
会
」
で
…
。

（
昭
和
63
年
3
月
経
営
学
部

卒
業

　合
間
理
之
）

札
幌
支
部
1
0
0
周
年

記
念
事
業
の
ご
案
内

北
海
道
校
友
会

森鷗外記念館で

「
森
鷗
外
記
念
館
」を

訪
ね
る

文
学
部
同
窓
会

東
京
法
政
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
の
活
動
報
告

東
京
法
政
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

東
京
六
大
学
野
球

春
季
リ
ー
グ
戦
観
戦

経
営
学
部
同
窓
会

＜北海道校友会札幌支部100周年記念事業概要＞
１.日時：令和４年８月27日（土）

○15：00～16：00　廣瀬克哉総長による記念講演
○17：00～19：00　懇親会　

２.場所:札幌パークホテル
（札幌市中央区南10条西3丁目1番1号、TEL：011-511-3131）

３.参加費用（懇親会費）：1万円
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今
年
の
2
月
4
日
〜
20
日
に

か
け
て
北
京
2
0
2
2
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
冬
季
競
技
大
会
（
北
京

五
輪
）
が
開
催
さ
れ
た
。
数
々

の
競
技
が
行
わ
れ
る
中
、
ひ
と

き
わ
注
目
を
浴
び
た
の
は
女
子

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
。
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
4
度
目
の
出
場
に
し

て
、
日
本
史
上
初
め
て
の
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
と
い
う
快

挙
を
成
し
遂
げ
た
の
だ
。
そ
し

て
こ
の
結
果
に
大
き
く
貢
献
し

た
の
は
法
政
大
学
卒
業
生
の
床

亜
矢
可
（
と
こ
・
あ
や
か 

平

成
29
年
度
卒
＝
S
E
I
B
U
プ

リ
ン
セ
ス
ラ
ビ
ッ
ツ
）、
秦
留

可
（
は
る
か 

平
成
31
年
度
卒

＝
同
）
姉
妹
で
あ
る
。

予
選
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は
4

試
合
中
3
試
合
に
勝
利
し
、
見

事
1
位
で
通
過
。
特
に

デ
ン
マ
ー
ク
戦
で
は
姉

妹
そ
ろ
っ
て
得
点
を
挙

げ
、
初
の
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
進
出
に
力
を
尽

く
し
た
。
し
か
し
二
人

は
北
京
五
輪
に
つ
い
て

ぶ
ぜ
ん
と
し
た
表
情
で

振
り
返
る
。「
平
昌
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
よ
り
も
自

分
の
中
で
ト
ラ
イ
す
る

こ
と
が
で
き
、
自
信
に

つ
な
が
っ
た
。
し
か
し

目
標
で
あ
る
メ
ダ
ル
獲

得
に
到
達
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
悔
し
い
気
持
ち
が
大
き
い
」

と
語
る
。

一
方
で
「
得
点
力
不
足
改
善

へ
の
兆
し
が
見
え
て
き
た
大
会

で
も
あ
っ
た
」
と
、
愛
称
で
あ

る〝
ス
マ
イ
ル
ジ
ャ
パ
ン
〞に
た

が
わ
ぬ
笑
顔
を
見
せ
た
。

し
か
し
北
京
五
輪
へ
の
道
の

り
は
決
し
て
順
風
満
帆
な
も
の

で
は
な
か
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響

に
よ
り
、
何
度
も
心
が
折
れ
そ

う
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
ん
な

中
で
支
え
て
く
れ
た
の
は
家
族

や
友
人
、
周
囲
の
人
々
。「
応

援
し
て
く
れ
る
人
が
い
る
、
帰

れ
る
場
所
が
あ
る
と
思
う
と
頑

張
ろ
う
と
思
え
た
。
た
く
さ
ん

の
人
の
存
在
が
私
た
ち
の
中
で

大
き
く
あ
り
続
け
た
か
ら
、
前

を
向
い
て
進
む
こ
と
が
で
き

た
」
と
感
謝
を
あ
ら
わ
に
し
た
。

そ
ん
な
姉
妹
が
ア
イ
ス
ホ
ッ

ケ
ー
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、

幼
稚
園
で
行
わ
れ
た
ス
ケ
ー
ト

の
授
業
。
父
で
あ
る
泰
則
さ
ん

は
自
ら
の
競
技
経
験
か
ら
、
娘

た
ち
に〝
氷
上
の
格
闘
技
〞と
も

称
さ
れ
る
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
を

や
ら
せ
る
こ
と
に
前
向
き
で
は

な
か
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
二

人
は
そ
の
面
白
さ
に
引
か
れ
、

次
第
に
の
め
り
込
ん
で
い
っ
た

と
語
る
。
そ
の
後
、
北
海
道
か

ら
東
京
に
移
り
住
み
、
法
政
大

学
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
部
に
進

学
。
大
学
に
通
い
な
が
ら
、
現

在
所
属
し
て
い
る
S
E
I
B
U

プ
リ
ン
セ
ス
ラ
ビ
ッ
ツ
で
活
動

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

し
か
し
予
想
し
て
い
た
以
上

に
、
大
学
生
活
と
競
技
の
両
立

は
大
変
だ
っ
た
と
二
人
は
苦
笑

し
た
。
卒
業
式
や
卒
業

旅
行
な
ど
、
大
学
で
楽

し
み
に
し
て
い
た
大
き

な
イ
ベ
ン
ト
は
も
ち
ろ

ん
、
忙
し
い
と
き
は
普

段
の
授
業
や
試
験
に
臨

む
の
も
難
し
か
っ
た
と

い
う
。
し
か
し
そ
ん
な

中
、
楽
し
み
に
し
て
い

た
の
は
大
学
の
友
人
と

過
ご
す
時
間
。「
学
食

で
ラ
ン
チ
を
一
緒
に
食

べ
な
が
ら
、
た
わ
い
も

な
い
こ
と
を
話
す
と

か
、
時
に
は
将
来
に
つ
い
て
真

剣
に
語
り
合
う
。
そ
ん
な
時
間

が
本
当
に
楽
し
か
っ
た
」
と
思

い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
た
。
ま

た
社
会
人
に
な
っ
た
今
で
も

〝
法
政
出
身
〞と
い
う
つ
な
が

り
が
あ
る
と
、
一
気
に
距
離
が

縮
ま
る
。
そ
ん
な
時
に
法
政
大

学
の
良
さ
を
改
め
て
感
じ
る
と

い
う
。

姉
で
あ
る
亜
矢
可
選
手
は
快

活
で
し
っ
か
り
者
。
そ
ん
な
彼

女
の
座
右
の
銘
は〝
根
〞と
い
う

漢
字
。
粘
り
強
く
戦
う
の
で
は

な
く
、〝
根
を
張
り
続
け
て
戦

う
〞と
常
に
思
っ
て
い
る
と
い

う
。「
根
を
普
段
見
る
こ
と
が

な
い
が
、
し
っ
か
り
張
っ
て
い

れ
ば
い
つ
か
き
れ
い
な
花
が
咲

く
。
そ
ん
な〝
根
〞と
同
様
に

D
F
（
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
）
は
日

の
目
を
見
る
こ
と
は
あ
ま
り
な

い
。
し
か
し
チ
ー
ム
を
支
え
る

存
在
と
し
て
勝
利
に
貢
献
し
、

結
果
を
出
し
て
い
こ
う
と
思
っ

て
い
る
」
と
力
強
く
語
っ
た
。

対
し
て
妹
の
秦
留
可
選
手
は

お
っ
と
り
し
て
い
て
マ
イ
ペ
ー

ス
だ
が
、
そ
れ
で
い
て
芯
の
強

さ
も
伺
え
る
。
座
右
の
銘
は
特

に
な
し
。
む
し
ろ
で
き
る
だ
け

そ
う
い
う
こ
と
を
気
に
し
な
い

で
い
る
の
だ
と
い
う
。

そ
ん
な
太
陽
と
月
の
よ
う
に

対
照
的
な
二
人
の
強
み
は
、
約

20
年
間
共
に
プ
レ
ー
を
し
て

培
っ
て
き
た
、
抜
群
の
コ
ン
ビ

ネ
ー
シ
ョ
ン
。
互
い
に
自
分
が

絶
対
で
き
な
い
プ
レ
ー
、
自
分

が
絶
対
選
ば
な
い
選
択
を
す
る

た
め
、
逆
に
お
互
い
の
こ
と
が

よ
く
分
か
る
の
だ
と
い
う
。
加

え
て
亜
矢
可
選
手
は
「
妹
は
セ

ン
ス
の
塊
み
た
い
な
選
手
。
た

く
さ
ん
練
習
す
る
と
い
う
よ
り

は
、
映
像
を
見
た
り
し
て
感
性

で
プ
レ
ー
し
て
い
る
感
じ
が
す

る
」
と
評
す
る
。
他
方
で
秦
留

可
選
手
は
亜
矢
可
選
手
を
「
本

当
に
頼
り
に
な
る
存
在
。
粘
り

強
く
守
っ
て
く
れ
て
、
本
当
に

決
め
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
こ
ろ

で
決
め
て
く
れ
る
」
と
語
る
。

互
い
へ
の
大
き
な
信
頼
が
、
こ

の
類
い
ま
れ
な
る
コ
ン
ビ
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
生
み
出
し
て
い
る
の

だ
ろ
う
。

常
に
二
人
の
人
生
の
大
き
な

軸
と
し
て
あ
っ
た
ア
イ
ス
ホ
ッ

ケ
ー
。
亜
矢
可
選
手
に
と
っ
て

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
は
自
身
の
可

能
性
を
広
げ
て
く
れ
た
も
の
だ

と
い
う
。「
自
分
の
夢
や
目
標

は
、
常
に
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
の

中
に
あ
り
、
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー

を
通
し
て
出
会
っ
た
も
の
や
感

じ
た
こ
と
で
、
私
の
可
能
性
は

広
が
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら

先
ど
ん
な
に
年
を
取
っ
て
も
、

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
で
得
た
経
験

が
き
っ
と
そ
の
時
の
可
能
性
に

つ
な
が
っ
て
い
く
」
と
語
る
。

そ
し
て
秦
留
可
選
手
に
と
っ
て

は
自
身
を
作
っ
て
く
れ
た
も
の

で
あ
り
、
人
生
そ
の
も
の
だ
と

い
う
。

ま
た
夢
に
向
か
っ
て
い
る
人

た
ち
へ
、
姉
妹
は
こ
の
よ
う
な

エ
ー
ル
を
送
っ
た
。「
何
か
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
、
何
か

を
か
な
え
る
こ
と
は
自
分
の
中

に
信
念
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で

き
た
こ
と
だ
。
自
分
の
中
に
あ

る
信
念
と
大
き
な
軸
は
大
切
に

し
つ
つ
、
今
だ
と
本
能
的
に

思
っ
た
ら
飛
び
込
む
こ
と
が
一

番
大
事
」
と
亜
矢
可
選
手
。
そ

し
て
秦
留
可
選
手
も
「
と
に
か

く
い
ろ
ん
な
こ
と
に
挑
戦
し
て

み
て
ほ
し
い
。
そ
う
す
れ
ば
、

そ
の
積
み
重
ね
で
ま
た
新
し
い

経
験
も
し
て
い
け
る
。
後
悔
し

な
い
よ
う
に
自
分
の
人
生
を
過

ご
し
て
い
け
ば
夢
も
き
っ
と
か

な
え
ら
れ
る
と
思
う
。
こ
れ
か

ら
私
も
た
く
さ
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
、
人
生
を
楽
し
み
た
い
」

と
朗
ら
か
に
語
っ
た
。

姉
妹
が
目
指
す
次
の
舞
台
は

2
0
2
6
年
ミ
ラ
ノ
・
コ
ル

テ
ィ
ナ
ダ
ン
ペ
ッ
ツ
ォ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
。
二
人
に
と
っ
て
今
大

会
の
快
挙
は
あ
く
ま
で
通
過
点

で
し
か
な
く
、
視
線
は
も
う
4

年
後
を
見
据
え
て
い
る
。「
チ
ー

ム
と
し
て
の
目
標
は
も
ち
ろ
ん

メ
ダ
ル
獲
得
。
4
年
後
は
よ
り

強
い
自
分
で
い
た
い
」
と
力
強

く
話
す
亜
矢
可
選
手
。
ま
た
、

「
今
後
は
積
み
重
ね
て
き
た
経

験
や
得
た
も
の
を
、
今
ま
で
支

え
て
く
れ
た
周
り
の
人
に
還
元

し
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
今
日

が
最
高
で
は
な
く
て
、
さ
ら
に

そ
の
先
で
も
っ
と
良
い
こ
と
を

起
こ
し
て
い
き
た
い
」
と
熱
く

語
る
。
そ
れ
に
対
し
て
「
細
か

い
技
術
の
繊
細
さ
や
精
度
を
上

げ
て
い
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

今
大
会
で
特
に
感
じ
た
状
況
判

断
の
ス
ピ
ー
ド
の
差
も
埋
め
て

い
き
た
い
」
と
冷
静
に
自
己
分

析
す
る
秦
留
可
選
手
。

支
え
て
く
れ
る
た
く
さ
ん
の

人
た
ち
へ
の
感
謝
を
胸
に
、
姉

妹
は
悲
願
の
メ
ダ
ル
獲
得
に
向

け
、
今
、
再
び
走
り
出
す
。

（
文

　溝
口
真
央
、

撮
影

　山
中
麻
祐
子
）

目
指
す
は
4
年
後
　
悲
願
の
メ
ダ
ル
獲
得
へ

類
い
ま
れ
な
る
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー

日
本
代
表
・
床
姉
妹床姉妹（左：亜矢可さん、右：秦留可さん）

順
風
満
帆
で
は
な
か
っ
た

北
京
五
輪
へ
の
道
の
り

大
変
だ
っ
た
大
学
生
活
と

競
技
の
両
立

支
え
て
く
れ
る
た
く
さ
ん
の

人
た
ち
へ
の
感
謝
を
胸
に

姉
妹
の
強
み
―
抜
群
の

コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン

信
念
と「
大
き
な
軸
」を
大
切
に

い
ろ
ん
な
こ
と
に
挑
戦

『
ス
ポ
ー
ツ
法
政
』部
員
が
熱
血
取
材

法
大
の
野
球
部
監
督
を
務

め
、
ロ
ス
五
輪
の
公
開
競
技

で
あ
っ
た
野
球
で
金
メ
ダ
ル

に
導
い
た
松
永
怜
一
さ
ん
が
、

2
0
2
2
年
5
月
12
日
に
亡

く
な
ら
れ
た
。
享
年
90
歳
。
多

く
の
選
手
を
育
て
た
偉
大
な
野

球
指
導
者
だ
っ
た
。

1
9
9
8
年
秋
、
私
は
、
松

永
さ
ん
が
冬
季
五
輪
を
控
え
た

長
野
市
に
野
球
関
係
の
催
し
で

訪
れ
た
際
に
ご
一
緒
し
た
。
当

時
、
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ッ
ポ
ン
新
聞

社
の
長
野
支
局
に
五
輪
支
局
長

と
し
て
赴
任
し
て
お
り
、
松
永

さ
ん
に
は
神
宮
球
場
で
も
お
目

に
か
か
る
な
ど
、
そ
の
都
度
野

球
談
議
に
花
が
咲
い
た
。

忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
、
松
永

さ
ん
が
1
9
6
8
年
秋
の
東
京

六
大
学
野
球
秋
の
リ
ー
グ
戦
で

優
勝
し
た
際
の
当
時
の
ス
タ
メ

ン
を
ス
ラ
ス
ラ
と
口
に
さ
れ
た

こ
と
だ
っ
た
。「
…
…
三
番
サ
ー

ド
富
田
勝
、
四
番
キ
ャ
ッ

チ
ャ
ー
田
淵
幸
一
、
五
番
セ
ン

タ
ー
山
本
浩
二
…
、
九
番
ピ
ッ

チ
ャ
ー
山
中
正
竹
」
と
鮮
明

だ
っ
た
。

私
は
そ
の
年
の
秋
の
シ
ー
ズ

ン
は
学
生
応
援
席
に
陣
取
り
、

そ
の
全
て
を
目
撃
し
た
。
ち
な

み
に
こ
の
当
時
、
法
政
の
ユ
ニ

ホ
ー
ム
は
慶
応
と
同
じ
、
グ

レ
ー
を
着
用
し
て
い
た
珍
し
い

時
代
だ
っ
た
。
そ
の
話
を
田
淵

法政大学体育会ラクロス部　紹介

「目指せ、日本代表！」
法政大学体育会ラクロス部　監督　副田あかね
1996年　法政大学法学部政治学科卒業　女子ラクロス部出身

幸
一
さ
ん
と
会
っ
て
話
し
た
こ

と
も
あ
る
。「
松
永
さ
ん
の
練

習
は
厳
し
か
っ
た
か
ら
な
ぁ
」

と
苦
笑
し
、
充
実
し
た
時
期

だ
っ
た
と
回
顧
し
て
い
た
も

の
だ
。

法
政
一
高
（
現
法
政
大
学
高

校
）
か
ら
大
学
、
住
友
金
属
だ

け
で
な
く
、
日
本
代
表
監
督
に

お
い
て
も
輝
か
し
い
記
録
を
残

さ
れ
た
松
永
さ
ん
。
法
大
野
球

の
レ
ジ
ェ
ン
ド
と
な
ら
れ
た
方

の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
た
い
。

（
文

　元
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ッ
ポ
ン

新
聞
社
編
集
委
員

　横
川
喜
一
）

体
育
会
ラ
ク
ロ
ス
部
は

1
9
9
0
年
に
創
部
し
、
今
年

度
で
活
動
32
年
目
を
迎
え
ま

す
。
皆
さ
ま
は
ラ
ク
ロ
ス
と
い

う
ス
ポ
ー
ツ
を
ご
覧
に
な
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
ラ
ク
ロ

ス
は
10
人
で
ク
ロ
ス
を
使
用
し

て
ゴ
ー
ル
を
狙
う
世
界
最
速
の

迫
力
あ
る
球
技
で
す
。
当
部
は

日
本
で
ラ
ク
ロ
ス
が
始
ま
っ
て

間
も
な
く
、
有
志
た
ち
が
集
ま

り
男
女
同
時
に
発
足
。
準
体
育

会
の
活
動
期
間
を
経
て
、
4
年

前
に
こ
の
伝
統
あ
る
体
育
会
に

正
式
加
盟
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
現
在
は
男
女
合
わ
せ
て

約
1
8
0
名
の
部
員
が
16
名
の

コ
ー
チ
・
ト
レ
ー
ナ
ー
と
共
に
、

今
年
度
女
子
チ
ー
ム
は
関
東
一

部
リ
ー
グ
に
お
い
て
「
学
生
王

者
」
を
目
標
に
、
男
子
チ
ー
ム

は
関
東
二
部
リ
ー
グ
で
「
一
部

昇
格
」
を
目
標
に
掲
げ
練
習
に

励
ん
で
お
り
ま
す
。
今
年
5
月

に
行
わ
れ
た
新
人
戦
で
は
、
男

子
チ
ー
ム
が
初
の
関
東
優
勝
を

成
し
遂
げ
、
着
実
に
力
を
つ
け

て
お
り
ま
す
。

ラ
ク
ロ
ス
は
大
学
か
ら
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
学
生
が
ほ
と
ん
ど

で
、
法
政
大
学
に
も
あ
ら
ゆ
る

ス
ポ
ー
ツ
の
経
験
者
が
集
ま
っ

て
お
り
、
わ
れ
わ
れ
も
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
ア
ス
リ
ー
ト
集
団
で

あ
る
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
証
し
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

日
本
代
表
選
手
を
輩
出
し
て
お

り
、
今
年
度
も
男
子
2
名
が
U

21
の
日
本
代
表
と
し
て
、
女
子

1
名
が
6
人
制
日
本
代
表
と
し

て
、
世
界
大
会
に
出
場
予
定

で
す
。

当
部
は
勝
利
の
み
を
追
求
す

る
の
で
は
な
く
、
ラ
ク
ロ
ス
を

通
じ
て
自
分
の
人
生
を
切
り
開

け
る
開
拓
力
を
身
に
着
け
、
社

会
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成

す
る
こ
と
を
最
優
先
に
運
営
し

て
い
ま
す
。
練
習
メ
ニ
ュ
ー
の

作
成
、
試
合
の
戦
術
決
定
ま
で

学
生
主
体
で
行
い
、
自
ら
考
え

行
動
す
る
こ
と
を
大
切
に
し
て

い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
活
動

は
学
生
に
と
っ
て
辛
抱
を
必
要

と
す
る
時
間
で
し
た
が
、
大
学

や
体
育
会
関
係
者
の
皆
さ
ま
、

保
護
者
や
卒
業
生
の
皆
さ
ま
に

支
え
ら
れ
、
活
動
を
継
続
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
厚
く
感

謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

私
も
一
人
の
卒
業
生
と
し
て
、

部
の
活
動
が
受
け
継
が
れ
て
い

る
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

ラ
ク
ロ
ス
は
2
0
2
8
年
ロ

ス
五
輪
で
正
式
競
技
に
な
る
予

定
で
す
。
ま
さ
に
当
部
か
ら
も

オ
リ
ン
ピ
ア
ン
の
誕
生
が
現
実

的
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
今
か

ら
ワ
ク
ワ
ク
し
て
お
り
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
部
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
、
法
政
大
学
体
育

会
の
活
動
を
広
げ
る
一
助
に
な

れ
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。
今
後
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

「
輝
く
法
大
野
球
の
黄
金
期
」

松
永
怜
一
監
督
を
悼
む

何
ら
か
の
メ
デ
ィ
ア
で
、
ご

覧
に
な
っ
た
こ
と
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
東
京
の
港
区
神
谷
町
駅

の
す
ぐ
そ
ば
に
神
谷
町
オ
ー
プ

ン
テ
ラ
ス
と
い
う
場
所
が
あ
る

こ
と
を
。

こ
の
オ
ー
プ
ン
テ
ラ
ス
は
、

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
梅
上
山

光
明
寺
と
い
う
お
寺
の
一
角
に

あ
る
。

光
明
寺
は
、創
建
が
1
2
1
2

年
で
あ
る
。
か
つ
て
は
真
色

山
光
明
寺
と
言
っ
た
が
、

1
6
4
5
年
に
三
代
将
軍
徳
川

家
光
が
、
こ
の
地
を
訪
れ
た
際

に
、
祖
父
の
家
康
が
献
上
さ
れ

た
光
明
寺
の
梅
を
喜
ん
だ
と
い

う
故
事
に
ち
な
み
、
山
号
を
梅

上
山
に
改
め
る
よ
う
に
命
じ
た

と
い
う
。
徳
川
家
に
、
ゆ
か
り

の
あ
る
寺
で
あ
る
。

神
谷
町
オ
ー
プ
ン
テ
ラ
ス
で

は
、
4
月
半
ば
か
ら
10
月
末
ま

で
、
予
約
し
た
訪
問
者
に
週
2

回
ほ
ど
、「
お
も
て
な
し
」
と

し
て
、
お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
と
手

作
り
の
和
菓
子
を
ふ
る
ま
っ
て

い
る
。

例
え
ば
、
夏
は
水
よ
う
か
ん
、

す
だ
ち
寒
天
と
い
う
具
合
に
。

こ
の
オ
ー
プ
ン
テ
ラ
ス
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
休
業
中
で
あ
っ
た

が
22
年
6
月
に
は
活
動
を
再
開

し
た
。

ま
た
、
週
1
回
、「
傾
聴
」
の

時
間
を
設
け
て
、
訪
れ
る
人
の

話
を
聴
く
機
会
を
作
っ
て
い
る

と
い
う
。
現
在
は
、
対
面
し
て

話
を
聴
く
こ
と
に
加
え
、
オ
ン

ラ
イ
ン
傾
聴
も
行
っ
て
い
る
。

「
傾
聴
は
、
い
ろ
い
ろ
な
方

法
が
あ
り
ま
す
が
、
相
手
の
お

話
を
じ
っ
く
り
聞
か
せ
て
い
た

だ
く
、
耳
を
傾
け
る
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。

例
え
ば
、
お
話
が
な
か
な
か

で
き
な
い
状
況
の

方
と
も
、
お
隣
に

じ
っ
と
座
っ
て
、

一
緒
に
時
間
を
過

ご
す
こ
と
だ
け
で

も
、
大
事
な
こ
と

と
思
い
ま
す
」
と

木
原
祐
健
さ
ん
。

木
原
さ
ん
は
光

明
寺
所
属
僧
侶
で
、

神
谷
町
オ
ー
プ
ン

テ
ラ
ス
店
長
の
肩

書
を
持
っ
て
い
る
。

出
身
は
、
法
政
大
学
社
会
学

部
で
、
2
0
0
1
年
に
卒
業
し

て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
就
職
氷
河

期
世
代
で
あ
る
。

仏
門
に
入
っ
た
の
は
、

2
0
0
9
年
と
い
う
。

木
原
さ
ん
は
、
神
谷
町
オ
ー

プ
ン
テ
ラ
ス
店
長
の
経
験
を
生

か
し
て
、
2
0
2
0
年
に
は

エ
ッ
セ
イ
集
「
神
谷
町
オ
ー
プ

ン
テ
ラ
ス
の
お
も
て
な
し

　お

寺
ス
イ
ー
ツ
12
カ
月
」
と
い
う

本
を
上
梓
し
て
い
る
。

ま
た
2
0
2
1
年
に
は
、
気

鋭
の
脳
科
学
者
で
あ
る
中
野
信

子
氏
と
「
中
央
公
論
」
誌
上
で
、

「
暴
走
す
る
心
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
」

と
い
う
対
談
を
行
っ
て
い
る
。

一
般
的
に
、
僧
侶
に
な
る
方

は
、
お
寺
の
子
弟
が
多
い
。

し
か
し
、
木
原
さ
ん
の
実
家

は
お
寺
で
は
な
い
。
大
学
の
学

部
も
仏
教
関
係
で
は
な
い
。

で
は
、
な
ぜ
若
く
し
て
僧
侶

に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
卒
業
し
て
就
職
で
き
ず
に

い
た
2
0
0
3
年
ご
ろ
で
し
た

か
。
友
人
が
光
明
寺
の
僧
侶
に

な
っ
て
い
た
の
で
、
遊
び
と
、

人
生
相
談
を
兼
ね
て
来
て
い
た

こ
と
が
、
仏
門
に
入
っ
た
き
っ

か
け
で
す
。

そ
の
後
、
2
0
0
5
年
に
、

神
谷
町
オ
ー
プ
ン
テ
ラ
ス
の
活

動
が
始
ま
っ
た
と
き
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加

し
て
、
店
長
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
2
0
0
9
年
に
は
、

築
地
本
願
寺
に
あ
る
東
京
仏
教

学
院
に
、
1
年
間
通
っ
て
得
度

に
必
要
な
勉
強
を
し
て
、
そ
の

後
、
本
山
で
の
得
度
習
礼
を
終

え
て
僧
侶
に
な
り
ま
し
た
」

東
京
仏
教
学
院
は
浄
土
真
宗

本
願
寺
派
が
主
催
す
る
夜
間
制

の
各
種
学
校
で
あ
る
。
明
治
期

に
東
京
に
お
け
る
本
願
寺
派
の

寺
院
子
弟
の
僧
侶
養
成
の
た
め

設
け
ら
れ
た
が
、
現
在
は
、「
お

寺
の
人
達
だ
け
で
な
く
、
定
年

を
機
に
、
結
婚
を
機
に
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
き
っ
か
け
か
ら
入

ら
れ
る
方
が
い
ま
す
。
習
礼
で

は
大
学
生
か
ら
60
歳
を
過
ぎ
た

方
ま
で
、
同
じ
部
屋
で
共
に
学

び
、
お
経
を
読
ん
で
暮
ら
し
ま

し
た
」
と
木
原
さ
ん
。

相
手
の
言
葉
に
耳
も
心
も
傾

け
て
聴
く
と
い
う
「
傾
聴
」
は
、

2
0
1
1
年
の
東
日
本
大
震
災

を
契
機
に
、
人
々
の
不
安
に
寄

り
添
う
形
で
、
こ
の
テ
ラ
ス
で

始
め
て
い
る
。

も
っ
と
も
そ
れ
ま
で
も
、
高

齢
者
福
祉
施
設
で
、
お
坊
さ
ん

の
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

し
て
い
た
と
い
う
。

つ
ま
り
、
福
祉
施
設
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
↓
神
谷
町
オ
ー
プ
ン

テ
ラ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
↓
テ
ラ

ス
店
長
↓
得
度
（
仏
門
に
入
る
）

と
い
う
具
合
に
、
僧
侶
に
な
る

以
前
か
ら
、
人
々
の
集
う
場
所

で
活
動
を
行
っ
て
い
た
の
だ
。

こ
の
よ
う
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
関
わ
る
う
ち
に
、

僧
侶
へ
の
道
へ
進
ん
だ
木
原

さ
ん
。

せ
っ
か
く
な
の
で
、
教
え
に

つ
い
て
伺
お
う
。

「
他
力
本
願
の
『
他
』
と
い

う
の
は
、
阿
弥
陀
様
の
こ
と
で

す
。
他
力
は
、阿
弥
陀
様
が
救
っ

て
く
だ
さ
る
は
た
ら
き
、
と
い

う
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
す
。

自
分
を
こ
う
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
、
あ
あ
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
、
と
が
ん
ば
る
の
は
大

切
で
す
が
、
自
分
の
力
だ
け
で

は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
ね
。

ご
病
気
や
親
し
い
方
と
の
死

別
な
ど
、
世
の
中
に
は
自
分
の

力
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
こ

と
が
多
く
あ
る
の
で
は
な
い

か
、
と
考
え
ま
す
。

他
力
は
、
阿
弥
陀
様
の
は
た

ら
き
で
、
阿
弥
陀
様
は
、
ず
っ

と
自
分
た
ち
を
見
守
っ
て
救
お

う
と
思
っ
て
は
た
ら
い
て
く
だ

さ
る
。

そ
れ
は
、
願
い
事
を
か
な
え

て
く
れ
る
と
い
う
の
で
は
な

く
、
自
分
た
ち
の
こ
と
を
大
事

に
思
っ
て
く
だ
さ
る
。
ど
ん
な

状
況
に
な
っ
て
も
見
守
っ
て
く

だ
さ
る
方
が
い
る
ん
だ
、
と
い

う
思
い
を
持
っ
て
い
る
こ
と

が
、
些
末
な
よ
う
で
、
大
き
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

忙
し
い
日
常
を
過
ご
し
て
い

る
と
、
普
段
気
づ
き
に
く
い
で

す
が
、
辛
い
と
き
、
哀
し
い
と

き
、
心
が
折
れ
そ
う
に
な
る
と

き
、
自
分
の
こ
と
を
思
っ
て
い

た
だ
い
て
い
る
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
考
え
、
そ
う
納
得
す

る
こ
と
が
阿
弥
陀
様
の
救
い
で

あ
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

自
分
の
力
だ
け
で
は
、
ど
う

に
も
な
ら
な
い
と
き
、
自
分
の

こ
と
を
大
事
に
な
さ
っ
て
く
れ

る
方
が
い
た
ん
だ
な
あ
と
。

そ
れ
を
気
づ
く
き
っ
か
け

は
、
例
え
ば
ご
法
事
や
お
葬
式

で
、
亡
く
な
っ
た
方
に
つ
い
て

ご
親
戚
の
皆
様
と
思
い
を
巡
ら

す
と
き
で
す
ね
。
亡
き
方
と
ご

参
列
の
方
々
は
、
そ
れ
ぞ
れ
い

ろ
い
ろ
な
ご
縁
で
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
取
材
で
も
、
亡
く
な
っ

た
平
野
先
生
の
お
話
を
す
る
こ

と
で
、
ご
縁
が
で
き
ま
し
た
ね
」

期
せ
ず
し
て
で
あ
る
が
、
木

原
祐
健
さ
ん
と
筆
者
は
、
同
じ

学
部
で
、
ゼ
ミ
も
同
じ
平
野
秀

秋
ゼ
ミ
で
あ
っ
た
。

も
っ
と
も
、
卒
業
年
度
は
四

半
世
紀
を
隔
て
て
い
る
が
、

2
0
1
8
年
に
亡
く
な
っ
た
恩

師
の
縁
が
こ
う
い
う
つ
な
が
り

を
持
つ
と
は
、
思
い
も
し
な

か
っ
た
。

「
私
た
ち
は
、
ご
縁
の
中
で

生
か
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

亡
き
方
を
通
じ
て
、
ご
一
緒

の
時
間
を
過
ご
す
と
い
う
こ
と

は
大
事
な
こ
と
で
す
ね
。
ご
縁

の
つ
な
が
り
で
す
し
、
そ
う
い

う
は
た
ら
き
を
『
他
力
』
と
い

う
の
か
な
と
思
い
ま
す
」

当
た
り
前
の
こ
と
だ
が
、
人

は
自
分
だ
け
で
生
き
て
い
る
の

で
は
な
い
。
い
ろ
い
ろ
な
つ
な

が
り
の
中
で
、
人
生
を
過
ご
し

て
い
る
。

「
い
ろ
ん
な
縁
、
そ
の
中
に

い
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
の
で

す
」
と
木
原
さ
ん
。

長
く
続
け
て
い
る
傾
聴
で
ご

対
面
す
る
の
も
、
ご
縁
の
一
つ

と
い
う
。

「
対
面
と
違
い
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
傾
聴
は
、
相
手
の
情
報
量

が
限
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、

仕
事
や
家
事
で
忙
し
い
、
介
護

で
外
出
で
き
な
い
方
な
ど
が
、

利
用
し
て
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

洗
濯
機
の
上
に
ス
マ
ホ
を
置

く
。
そ
れ
が
私
の
唯
一
の
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
空
間
だ
と
お
っ
し
ゃ

る
方
も
…
…
」

オ
ン
ラ
イ
ン
傾
聴
に
は
、
忙

し
い
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
も
、

ネ
ッ
ト
の
検
索
や
友
人
の
伝
手

を
辿
っ
て
、
た
ど
り
着
く
人
が

い
る
と
い
う
。

こ
の
よ
う
な
活
動
を
続
け
る

木
原
さ
ん
だ
が
、
こ
れ
か
ら
ど

う
い
う
形
で
動
く
か
、
と
訊
ね

る
と
。

「
ど
こ
に
い
て
も
、
や
す
ら

ぐ
時
間
や
場
を
、
必
要
と
さ
れ

る
方
と
ご
一
緒
で
き
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

た
ま
た
ま
傾
聴
や
カ
フ
ェ
が

自
分
の
で
き
る
こ
と
で
し
た

が
、
ご
縁
の
中
で
で
き
る
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
と
思
い
ま

す
。
こ
の『
校
友
会
報
』に
載
っ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
現
役

の
学
生
さ
ん
や
卒
業
生
に
も
、

ご
縁
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
」
　
木
原
さ
ん
は
、
自
分
の
学
生

時
代
の
葛
藤
や
孤
独
に
思
い
を

巡
ら
せ
て
、
若
い
世
代
に
も
呼

び
か
け
る
。

（
文

　桑
原
政
昭
）

再
開
発
ビ
ル
が
建
ち
並
ぶ
鹿

児
島
中
央
駅
の
そ
ば
に
、
ど
こ

か
懐
か
し
い
佇
（
た
た
ず
）
ま

い
の
イ
タ
リ
ア
ン
の
お
店
が
あ

る
。
入
口
の
ド
ア
を
く
ぐ
る
と
、

10
台
以
上
の
大
き
な
ス
ピ
ー

カ
ー
と
、
優
し
い
空
気
の
山
田

先
輩
が
迎
え
て
く
だ
さ
っ
た
。

閉
館
し
た
映
画
館
か
ら
譲
り
受

け
た
と
い
う
ス
ピ
ー

カ
ー
か
ら
心
地
良
い

J
a
z
z
が
流
れ
る
。

店
主
の
山
田
清
孝

さ
ん
は
、
俳
優
・
山
田
孝
之
さ

ん
の
父
親
。「
内
装
は
ほ
ぼ
孝

之
な
ん
で
す
よ
」。
2
0
0
5
年

の
開
店
時
に
は
親
子
で
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
に
通
い
、
孝
之
さ
ん

が
内
装
を
設
（
し
つ
ら
）
え
た
。

山
田
さ
ん
は
経
営
学
部
を
卒

業
後
10
年
ほ
ど
会
社
勤
め
を
し

た
が
、
35
歳
で
薩
摩
川
内
市
に

喫
茶
店
を
開
店
。

さ
ら
に
中
学
か
ら
抱
い
て
い

た
料
理
人
の
夢
を
か
な
え
る
イ

タ
リ
ア
ン
の
店
も
オ
ー
プ
ン
。

当
時
か
ら
の
人
気

メ
ニ
ュ
ー「
仔
羊
の

グ
リ
ル
」
は
移
転

し
た
今
も
健
在
だ
。

新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
休
業
が
増

え
た
昨
年
か
ら
、

雑
貨
や
骨
董
（
こ
っ
と
う
）
品

が
店
内
に
並
ぶ
よ
う
に
。
月
2

回
ほ
ど
店
内
で
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
も
開
催
し
て
い
る
。

カ
ウ
ン
タ
ー
上
の
樽
で
熟
成

す
る
ウ
イ
ス
キ
ー
は
「
ほ
と
ん

ど
自
分
で
飲
ん
じ
ゃ
う
」
と
笑

う
山
田
さ
ん
。「
日
々
の
細
（
さ

さ
や
）
か
な
楽
し
み
を
探
し
な

が
ら
生
き
て
い
き
た
い
」
と
穏

や
か
に
人
生
を
見
つ
め
て
い
る
。

（
鹿
児
島
支
部

　南
日
本
放
送

ア
ナ
ウ
ン
ス
部
長
・
岡
田
祐
介
）

日
々
の
細
か
な
楽
し
み
を
大
切
に

長
男・山
田
孝
之（
俳
優
）プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の

ダ
イ
ニ
ン
グ
B
A
R「
L
o
f
t
」店
主

山
田

　清
孝

’75
年
経
営
学
部
卒

東
京
・
北
千
住
か
ら
1
9
5
5

年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
和
菓
子
の

喜
田
家
は
元
気
一
杯
だ
。

和
菓
子
か
ら
洋
菓
子
ま
で
手

掛
け
、
店
舗
は
足
立
区
を
中
心

に
東
京
駅
、
三
越
本
店
、
丸
井

上
野
店
、
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
ソ

ラ
マ
チ
な
ど
に
も
展
開
し
て
い

る
。
順
風
満
帆
の
喜
田
家
だ
が
、

創
業
当
初
は
苦
戦
も
あ
っ
た
。

二
代
目
当
主
の
田
口
恵
美
子

さ
ん
は
1
9
6
5
年
の
経
営
学

部
の
入
学
だ
が
、
家
業
を
手
伝

う
た
め
に
2
年
余
り
で
退
学
し

た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
代
表
的
な

商
品
は
、「
六
人
衆
」
と
名
付

け
た
ド
ラ
焼
。
黒
糖
を
使
っ
た

ふ
わ
り
と
し
た
生
地
は
本
当

に
お
い
し
い
。

お
菓
子
作
り
だ
け
に
と
ど
ま

ら
ず
、
店
舗
を
利
用
し
て
ピ
ア

ノ
演
奏
会
を
開
く
と
か
、
集
え

る
こ
と
を
意
識
し
た
場
を
作
っ

た
り
と
、
地
元
を
意
識
し
た
活

動
に
も
心
掛
け
て
い
る
そ
う

だ
。
大
学
は
中
退
し
た
が
、
江

東
法
友
会
に
同
級
生
か
ら
誘
わ

れ
て
在
籍
。
校
友
会
H
P
オ
レ

ン
ジ
M
A
P
の
掲
載
に
も
、
率

先
し
て
快
く
応
じ
て
く
れ
て
い

る
。
 

（
文

　坂
戸
俊
夫
）

田
中

　恵
美
子

’65
年
経
営
学
部
出
身

校友会HP
オレンジ
MAP
掲載店

北
千
住
の
元
気
印
・
和
菓
子
の
喜
田
家

店
舗
を
利
用
し
て
ピ
ア
ノ
演
奏
会
を
開
い
た
り

学
生
や
卒
業
生
と
の

　ご
縁
が
で
き
れ
ば

学
生
や
卒
業
生
と
の

　ご
縁
が
で
き
れ
ば

校
友
探
訪

オ
ー
プ
ン
テ
ラ
ス
の
活
動
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
た

自
分
の
力
で
は

解
決
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る

私
た
ち
は
ご
縁
の
中
で

生
か
さ
れ
て
い
る

光明寺所属僧侶・
神谷町オープンテラス店長

木原 祐健さん

け
い
ち
ょ
う

テラス再開で訪れた親子の娘さんは法政大学文学部に在学中

さ
さ
や
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今
年
の
2
月
4
日
〜
20
日
に

か
け
て
北
京
2
0
2
2
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
冬
季
競
技
大
会
（
北
京

五
輪
）
が
開
催
さ
れ
た
。
数
々

の
競
技
が
行
わ
れ
る
中
、
ひ
と

き
わ
注
目
を
浴
び
た
の
は
女
子

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
。
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
4
度
目
の
出
場
に
し

て
、
日
本
史
上
初
め
て
の
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
と
い
う
快

挙
を
成
し
遂
げ
た
の
だ
。
そ
し

て
こ
の
結
果
に
大
き
く
貢
献
し

た
の
は
法
政
大
学
卒
業
生
の
床

亜
矢
可
（
と
こ
・
あ
や
か 

平

成
29
年
度
卒
＝
S
E
I
B
U
プ

リ
ン
セ
ス
ラ
ビ
ッ
ツ
）、
秦
留

可
（
は
る
か 

平
成
31
年
度
卒

＝
同
）
姉
妹
で
あ
る
。

予
選
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は
4

試
合
中
3
試
合
に
勝
利
し
、
見

事
1
位
で
通
過
。
特
に

デ
ン
マ
ー
ク
戦
で
は
姉

妹
そ
ろ
っ
て
得
点
を
挙

げ
、
初
の
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
進
出
に
力
を
尽

く
し
た
。
し
か
し
二
人

は
北
京
五
輪
に
つ
い
て

ぶ
ぜ
ん
と
し
た
表
情
で

振
り
返
る
。「
平
昌
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
よ
り
も
自

分
の
中
で
ト
ラ
イ
す
る

こ
と
が
で
き
、
自
信
に

つ
な
が
っ
た
。
し
か
し

目
標
で
あ
る
メ
ダ
ル
獲

得
に
到
達
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
悔
し
い
気
持
ち
が
大
き
い
」

と
語
る
。

一
方
で
「
得
点
力
不
足
改
善

へ
の
兆
し
が
見
え
て
き
た
大
会

で
も
あ
っ
た
」
と
、
愛
称
で
あ

る〝
ス
マ
イ
ル
ジ
ャ
パ
ン
〞に
た

が
わ
ぬ
笑
顔
を
見
せ
た
。

し
か
し
北
京
五
輪
へ
の
道
の

り
は
決
し
て
順
風
満
帆
な
も
の

で
は
な
か
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響

に
よ
り
、
何
度
も
心
が
折
れ
そ

う
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
ん
な

中
で
支
え
て
く
れ
た
の
は
家
族

や
友
人
、
周
囲
の
人
々
。「
応

援
し
て
く
れ
る
人
が
い
る
、
帰

れ
る
場
所
が
あ
る
と
思
う
と
頑

張
ろ
う
と
思
え
た
。
た
く
さ
ん

の
人
の
存
在
が
私
た
ち
の
中
で

大
き
く
あ
り
続
け
た
か
ら
、
前

を
向
い
て
進
む
こ
と
が
で
き

た
」
と
感
謝
を
あ
ら
わ
に
し
た
。

そ
ん
な
姉
妹
が
ア
イ
ス
ホ
ッ

ケ
ー
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、

幼
稚
園
で
行
わ
れ
た
ス
ケ
ー
ト

の
授
業
。
父
で
あ
る
泰
則
さ
ん

は
自
ら
の
競
技
経
験
か
ら
、
娘

た
ち
に〝
氷
上
の
格
闘
技
〞と
も

称
さ
れ
る
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
を

や
ら
せ
る
こ
と
に
前
向
き
で
は

な
か
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
二

人
は
そ
の
面
白
さ
に
引
か
れ
、

次
第
に
の
め
り
込
ん
で
い
っ
た

と
語
る
。
そ
の
後
、
北
海
道
か

ら
東
京
に
移
り
住
み
、
法
政
大

学
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
部
に
進

学
。
大
学
に
通
い
な
が
ら
、
現

在
所
属
し
て
い
る
S
E
I
B
U

プ
リ
ン
セ
ス
ラ
ビ
ッ
ツ
で
活
動

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

し
か
し
予
想
し
て
い
た
以
上

に
、
大
学
生
活
と
競
技
の
両
立

は
大
変
だ
っ
た
と
二
人
は
苦
笑

し
た
。
卒
業
式
や
卒
業

旅
行
な
ど
、
大
学
で
楽

し
み
に
し
て
い
た
大
き

な
イ
ベ
ン
ト
は
も
ち
ろ

ん
、
忙
し
い
と
き
は
普

段
の
授
業
や
試
験
に
臨

む
の
も
難
し
か
っ
た
と

い
う
。
し
か
し
そ
ん
な

中
、
楽
し
み
に
し
て
い

た
の
は
大
学
の
友
人
と

過
ご
す
時
間
。「
学
食

で
ラ
ン
チ
を
一
緒
に
食

べ
な
が
ら
、
た
わ
い
も

な
い
こ
と
を
話
す
と

か
、
時
に
は
将
来
に
つ
い
て
真

剣
に
語
り
合
う
。
そ
ん
な
時
間

が
本
当
に
楽
し
か
っ
た
」
と
思

い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
た
。
ま

た
社
会
人
に
な
っ
た
今
で
も

〝
法
政
出
身
〞と
い
う
つ
な
が

り
が
あ
る
と
、
一
気
に
距
離
が

縮
ま
る
。
そ
ん
な
時
に
法
政
大

学
の
良
さ
を
改
め
て
感
じ
る
と

い
う
。

姉
で
あ
る
亜
矢
可
選
手
は
快

活
で
し
っ
か
り
者
。
そ
ん
な
彼

女
の
座
右
の
銘
は〝
根
〞と
い
う

漢
字
。
粘
り
強
く
戦
う
の
で
は

な
く
、〝
根
を
張
り
続
け
て
戦

う
〞と
常
に
思
っ
て
い
る
と
い

う
。「
根
を
普
段
見
る
こ
と
が

な
い
が
、
し
っ
か
り
張
っ
て
い

れ
ば
い
つ
か
き
れ
い
な
花
が
咲

く
。
そ
ん
な〝
根
〞と
同
様
に

D
F
（
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
）
は
日

の
目
を
見
る
こ
と
は
あ
ま
り
な

い
。
し
か
し
チ
ー
ム
を
支
え
る

存
在
と
し
て
勝
利
に
貢
献
し
、

結
果
を
出
し
て
い
こ
う
と
思
っ

て
い
る
」
と
力
強
く
語
っ
た
。

対
し
て
妹
の
秦
留
可
選
手
は

お
っ
と
り
し
て
い
て
マ
イ
ペ
ー

ス
だ
が
、
そ
れ
で
い
て
芯
の
強

さ
も
伺
え
る
。
座
右
の
銘
は
特

に
な
し
。
む
し
ろ
で
き
る
だ
け

そ
う
い
う
こ
と
を
気
に
し
な
い

で
い
る
の
だ
と
い
う
。

そ
ん
な
太
陽
と
月
の
よ
う
に

対
照
的
な
二
人
の
強
み
は
、
約

20
年
間
共
に
プ
レ
ー
を
し
て

培
っ
て
き
た
、
抜
群
の
コ
ン
ビ

ネ
ー
シ
ョ
ン
。
互
い
に
自
分
が

絶
対
で
き
な
い
プ
レ
ー
、
自
分

が
絶
対
選
ば
な
い
選
択
を
す
る

た
め
、
逆
に
お
互
い
の
こ
と
が

よ
く
分
か
る
の
だ
と
い
う
。
加

え
て
亜
矢
可
選
手
は
「
妹
は
セ

ン
ス
の
塊
み
た
い
な
選
手
。
た

く
さ
ん
練
習
す
る
と
い
う
よ
り

は
、
映
像
を
見
た
り
し
て
感
性

で
プ
レ
ー
し
て
い
る
感
じ
が
す

る
」
と
評
す
る
。
他
方
で
秦
留

可
選
手
は
亜
矢
可
選
手
を
「
本

当
に
頼
り
に
な
る
存
在
。
粘
り

強
く
守
っ
て
く
れ
て
、
本
当
に

決
め
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
こ
ろ

で
決
め
て
く
れ
る
」
と
語
る
。

互
い
へ
の
大
き
な
信
頼
が
、
こ

の
類
い
ま
れ
な
る
コ
ン
ビ
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
生
み
出
し
て
い
る
の

だ
ろ
う
。

常
に
二
人
の
人
生
の
大
き
な

軸
と
し
て
あ
っ
た
ア
イ
ス
ホ
ッ

ケ
ー
。
亜
矢
可
選
手
に
と
っ
て

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
は
自
身
の
可

能
性
を
広
げ
て
く
れ
た
も
の
だ

と
い
う
。「
自
分
の
夢
や
目
標

は
、
常
に
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
の

中
に
あ
り
、
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー

を
通
し
て
出
会
っ
た
も
の
や
感

じ
た
こ
と
で
、
私
の
可
能
性
は

広
が
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら

先
ど
ん
な
に
年
を
取
っ
て
も
、

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
で
得
た
経
験

が
き
っ
と
そ
の
時
の
可
能
性
に

つ
な
が
っ
て
い
く
」
と
語
る
。

そ
し
て
秦
留
可
選
手
に
と
っ
て

は
自
身
を
作
っ
て
く
れ
た
も
の

で
あ
り
、
人
生
そ
の
も
の
だ
と

い
う
。

ま
た
夢
に
向
か
っ
て
い
る
人

た
ち
へ
、
姉
妹
は
こ
の
よ
う
な

エ
ー
ル
を
送
っ
た
。「
何
か
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
、
何
か

を
か
な
え
る
こ
と
は
自
分
の
中

に
信
念
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で

き
た
こ
と
だ
。
自
分
の
中
に
あ

る
信
念
と
大
き
な
軸
は
大
切
に

し
つ
つ
、
今
だ
と
本
能
的
に

思
っ
た
ら
飛
び
込
む
こ
と
が
一

番
大
事
」
と
亜
矢
可
選
手
。
そ

し
て
秦
留
可
選
手
も
「
と
に
か

く
い
ろ
ん
な
こ
と
に
挑
戦
し
て

み
て
ほ
し
い
。
そ
う
す
れ
ば
、

そ
の
積
み
重
ね
で
ま
た
新
し
い

経
験
も
し
て
い
け
る
。
後
悔
し

な
い
よ
う
に
自
分
の
人
生
を
過

ご
し
て
い
け
ば
夢
も
き
っ
と
か

な
え
ら
れ
る
と
思
う
。
こ
れ
か

ら
私
も
た
く
さ
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
、
人
生
を
楽
し
み
た
い
」

と
朗
ら
か
に
語
っ
た
。

姉
妹
が
目
指
す
次
の
舞
台
は

2
0
2
6
年
ミ
ラ
ノ
・
コ
ル

テ
ィ
ナ
ダ
ン
ペ
ッ
ツ
ォ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
。
二
人
に
と
っ
て
今
大

会
の
快
挙
は
あ
く
ま
で
通
過
点

で
し
か
な
く
、
視
線
は
も
う
4

年
後
を
見
据
え
て
い
る
。「
チ
ー

ム
と
し
て
の
目
標
は
も
ち
ろ
ん

メ
ダ
ル
獲
得
。
4
年
後
は
よ
り

強
い
自
分
で
い
た
い
」
と
力
強

く
話
す
亜
矢
可
選
手
。
ま
た
、

「
今
後
は
積
み
重
ね
て
き
た
経

験
や
得
た
も
の
を
、
今
ま
で
支

え
て
く
れ
た
周
り
の
人
に
還
元

し
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
今
日

が
最
高
で
は
な
く
て
、
さ
ら
に

そ
の
先
で
も
っ
と
良
い
こ
と
を

起
こ
し
て
い
き
た
い
」
と
熱
く

語
る
。
そ
れ
に
対
し
て
「
細
か

い
技
術
の
繊
細
さ
や
精
度
を
上

げ
て
い
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

今
大
会
で
特
に
感
じ
た
状
況
判

断
の
ス
ピ
ー
ド
の
差
も
埋
め
て

い
き
た
い
」
と
冷
静
に
自
己
分

析
す
る
秦
留
可
選
手
。

支
え
て
く
れ
る
た
く
さ
ん
の

人
た
ち
へ
の
感
謝
を
胸
に
、
姉

妹
は
悲
願
の
メ
ダ
ル
獲
得
に
向

け
、
今
、
再
び
走
り
出
す
。

（
文

　溝
口
真
央
、

撮
影

　山
中
麻
祐
子
）

目
指
す
は
4
年
後
　
悲
願
の
メ
ダ
ル
獲
得
へ

類
い
ま
れ
な
る
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー

日
本
代
表
・
床
姉
妹床姉妹（左：亜矢可さん、右：秦留可さん）

順
風
満
帆
で
は
な
か
っ
た

北
京
五
輪
へ
の
道
の
り

大
変
だ
っ
た
大
学
生
活
と

競
技
の
両
立

支
え
て
く
れ
る
た
く
さ
ん
の

人
た
ち
へ
の
感
謝
を
胸
に

姉
妹
の
強
み
―
抜
群
の

コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン

信
念
と「
大
き
な
軸
」を
大
切
に

い
ろ
ん
な
こ
と
に
挑
戦

『
ス
ポ
ー
ツ
法
政
』部
員
が
熱
血
取
材

法
大
の
野
球
部
監
督
を
務

め
、
ロ
ス
五
輪
の
公
開
競
技

で
あ
っ
た
野
球
で
金
メ
ダ
ル

に
導
い
た
松
永
怜
一
さ
ん
が
、

2
0
2
2
年
5
月
12
日
に
亡

く
な
ら
れ
た
。
享
年
90
歳
。
多

く
の
選
手
を
育
て
た
偉
大
な
野

球
指
導
者
だ
っ
た
。

1
9
9
8
年
秋
、
私
は
、
松

永
さ
ん
が
冬
季
五
輪
を
控
え
た

長
野
市
に
野
球
関
係
の
催
し
で

訪
れ
た
際
に
ご
一
緒
し
た
。
当

時
、
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ッ
ポ
ン
新
聞

社
の
長
野
支
局
に
五
輪
支
局
長

と
し
て
赴
任
し
て
お
り
、
松
永

さ
ん
に
は
神
宮
球
場
で
も
お
目

に
か
か
る
な
ど
、
そ
の
都
度
野

球
談
議
に
花
が
咲
い
た
。

忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
、
松
永

さ
ん
が
1
9
6
8
年
秋
の
東
京

六
大
学
野
球
秋
の
リ
ー
グ
戦
で

優
勝
し
た
際
の
当
時
の
ス
タ
メ

ン
を
ス
ラ
ス
ラ
と
口
に
さ
れ
た

こ
と
だ
っ
た
。「
…
…
三
番
サ
ー

ド
富
田
勝
、
四
番
キ
ャ
ッ

チ
ャ
ー
田
淵
幸
一
、
五
番
セ
ン

タ
ー
山
本
浩
二
…
、
九
番
ピ
ッ

チ
ャ
ー
山
中
正
竹
」
と
鮮
明

だ
っ
た
。

私
は
そ
の
年
の
秋
の
シ
ー
ズ

ン
は
学
生
応
援
席
に
陣
取
り
、

そ
の
全
て
を
目
撃
し
た
。
ち
な

み
に
こ
の
当
時
、
法
政
の
ユ
ニ

ホ
ー
ム
は
慶
応
と
同
じ
、
グ

レ
ー
を
着
用
し
て
い
た
珍
し
い

時
代
だ
っ
た
。
そ
の
話
を
田
淵

法政大学体育会ラクロス部　紹介

「目指せ、日本代表！」
法政大学体育会ラクロス部　監督　副田あかね
1996年　法政大学法学部政治学科卒業　女子ラクロス部出身

幸
一
さ
ん
と
会
っ
て
話
し
た
こ

と
も
あ
る
。「
松
永
さ
ん
の
練

習
は
厳
し
か
っ
た
か
ら
な
ぁ
」

と
苦
笑
し
、
充
実
し
た
時
期

だ
っ
た
と
回
顧
し
て
い
た
も

の
だ
。

法
政
一
高
（
現
法
政
大
学
高

校
）
か
ら
大
学
、
住
友
金
属
だ

け
で
な
く
、
日
本
代
表
監
督
に

お
い
て
も
輝
か
し
い
記
録
を
残

さ
れ
た
松
永
さ
ん
。
法
大
野
球

の
レ
ジ
ェ
ン
ド
と
な
ら
れ
た
方

の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
た
い
。

（
文

　元
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ッ
ポ
ン

新
聞
社
編
集
委
員

　横
川
喜
一
）

体
育
会
ラ
ク
ロ
ス
部
は

1
9
9
0
年
に
創
部
し
、
今
年

度
で
活
動
32
年
目
を
迎
え
ま

す
。
皆
さ
ま
は
ラ
ク
ロ
ス
と
い

う
ス
ポ
ー
ツ
を
ご
覧
に
な
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
ラ
ク
ロ

ス
は
10
人
で
ク
ロ
ス
を
使
用
し

て
ゴ
ー
ル
を
狙
う
世
界
最
速
の

迫
力
あ
る
球
技
で
す
。
当
部
は

日
本
で
ラ
ク
ロ
ス
が
始
ま
っ
て

間
も
な
く
、
有
志
た
ち
が
集
ま

り
男
女
同
時
に
発
足
。
準
体
育

会
の
活
動
期
間
を
経
て
、
4
年

前
に
こ
の
伝
統
あ
る
体
育
会
に

正
式
加
盟
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
現
在
は
男
女
合
わ
せ
て

約
1
8
0
名
の
部
員
が
16
名
の

コ
ー
チ
・
ト
レ
ー
ナ
ー
と
共
に
、

今
年
度
女
子
チ
ー
ム
は
関
東
一

部
リ
ー
グ
に
お
い
て
「
学
生
王

者
」
を
目
標
に
、
男
子
チ
ー
ム

は
関
東
二
部
リ
ー
グ
で
「
一
部

昇
格
」
を
目
標
に
掲
げ
練
習
に

励
ん
で
お
り
ま
す
。
今
年
5
月

に
行
わ
れ
た
新
人
戦
で
は
、
男

子
チ
ー
ム
が
初
の
関
東
優
勝
を

成
し
遂
げ
、
着
実
に
力
を
つ
け

て
お
り
ま
す
。

ラ
ク
ロ
ス
は
大
学
か
ら
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
学
生
が
ほ
と
ん
ど

で
、
法
政
大
学
に
も
あ
ら
ゆ
る

ス
ポ
ー
ツ
の
経
験
者
が
集
ま
っ

て
お
り
、
わ
れ
わ
れ
も
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
ア
ス
リ
ー
ト
集
団
で

あ
る
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
証
し
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

日
本
代
表
選
手
を
輩
出
し
て
お

り
、
今
年
度
も
男
子
2
名
が
U

21
の
日
本
代
表
と
し
て
、
女
子

1
名
が
6
人
制
日
本
代
表
と
し

て
、
世
界
大
会
に
出
場
予
定

で
す
。

当
部
は
勝
利
の
み
を
追
求
す

る
の
で
は
な
く
、
ラ
ク
ロ
ス
を

通
じ
て
自
分
の
人
生
を
切
り
開

け
る
開
拓
力
を
身
に
着
け
、
社

会
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成

す
る
こ
と
を
最
優
先
に
運
営
し

て
い
ま
す
。
練
習
メ
ニ
ュ
ー
の

作
成
、
試
合
の
戦
術
決
定
ま
で

学
生
主
体
で
行
い
、
自
ら
考
え

行
動
す
る
こ
と
を
大
切
に
し
て

い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
活
動

は
学
生
に
と
っ
て
辛
抱
を
必
要

と
す
る
時
間
で
し
た
が
、
大
学

や
体
育
会
関
係
者
の
皆
さ
ま
、

保
護
者
や
卒
業
生
の
皆
さ
ま
に

支
え
ら
れ
、
活
動
を
継
続
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
厚
く
感

謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

私
も
一
人
の
卒
業
生
と
し
て
、

部
の
活
動
が
受
け
継
が
れ
て
い

る
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

ラ
ク
ロ
ス
は
2
0
2
8
年
ロ

ス
五
輪
で
正
式
競
技
に
な
る
予

定
で
す
。
ま
さ
に
当
部
か
ら
も

オ
リ
ン
ピ
ア
ン
の
誕
生
が
現
実

的
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
今
か

ら
ワ
ク
ワ
ク
し
て
お
り
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
部
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
、
法
政
大
学
体
育

会
の
活
動
を
広
げ
る
一
助
に
な

れ
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。
今
後
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

「
輝
く
法
大
野
球
の
黄
金
期
」

松
永
怜
一
監
督
を
悼
む

何
ら
か
の
メ
デ
ィ
ア
で
、
ご

覧
に
な
っ
た
こ
と
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
東
京
の
港
区
神
谷
町
駅

の
す
ぐ
そ
ば
に
神
谷
町
オ
ー
プ

ン
テ
ラ
ス
と
い
う
場
所
が
あ
る

こ
と
を
。

こ
の
オ
ー
プ
ン
テ
ラ
ス
は
、

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
梅
上
山

光
明
寺
と
い
う
お
寺
の
一
角
に

あ
る
。

光
明
寺
は
、創
建
が
1
2
1
2

年
で
あ
る
。
か
つ
て
は
真
色

山
光
明
寺
と
言
っ
た
が
、

1
6
4
5
年
に
三
代
将
軍
徳
川

家
光
が
、
こ
の
地
を
訪
れ
た
際

に
、
祖
父
の
家
康
が
献
上
さ
れ

た
光
明
寺
の
梅
を
喜
ん
だ
と
い

う
故
事
に
ち
な
み
、
山
号
を
梅

上
山
に
改
め
る
よ
う
に
命
じ
た

と
い
う
。
徳
川
家
に
、
ゆ
か
り

の
あ
る
寺
で
あ
る
。

神
谷
町
オ
ー
プ
ン
テ
ラ
ス
で

は
、
4
月
半
ば
か
ら
10
月
末
ま

で
、
予
約
し
た
訪
問
者
に
週
2

回
ほ
ど
、「
お
も
て
な
し
」
と

し
て
、
お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
と
手

作
り
の
和
菓
子
を
ふ
る
ま
っ
て

い
る
。

例
え
ば
、
夏
は
水
よ
う
か
ん
、

す
だ
ち
寒
天
と
い
う
具
合
に
。

こ
の
オ
ー
プ
ン
テ
ラ
ス
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
休
業
中
で
あ
っ
た

が
22
年
6
月
に
は
活
動
を
再
開

し
た
。

ま
た
、
週
1
回
、「
傾
聴
」
の

時
間
を
設
け
て
、
訪
れ
る
人
の

話
を
聴
く
機
会
を
作
っ
て
い
る

と
い
う
。
現
在
は
、
対
面
し
て

話
を
聴
く
こ
と
に
加
え
、
オ
ン

ラ
イ
ン
傾
聴
も
行
っ
て
い
る
。

「
傾
聴
は
、
い
ろ
い
ろ
な
方

法
が
あ
り
ま
す
が
、
相
手
の
お

話
を
じ
っ
く
り
聞
か
せ
て
い
た

だ
く
、
耳
を
傾
け
る
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。

例
え
ば
、
お
話
が
な
か
な
か

で
き
な
い
状
況
の

方
と
も
、
お
隣
に

じ
っ
と
座
っ
て
、

一
緒
に
時
間
を
過

ご
す
こ
と
だ
け
で

も
、
大
事
な
こ
と

と
思
い
ま
す
」
と

木
原
祐
健
さ
ん
。

木
原
さ
ん
は
光

明
寺
所
属
僧
侶
で
、

神
谷
町
オ
ー
プ
ン

テ
ラ
ス
店
長
の
肩

書
を
持
っ
て
い
る
。

出
身
は
、
法
政
大
学
社
会
学

部
で
、
2
0
0
1
年
に
卒
業
し

て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
就
職
氷
河

期
世
代
で
あ
る
。

仏
門
に
入
っ
た
の
は
、

2
0
0
9
年
と
い
う
。

木
原
さ
ん
は
、
神
谷
町
オ
ー

プ
ン
テ
ラ
ス
店
長
の
経
験
を
生

か
し
て
、
2
0
2
0
年
に
は

エ
ッ
セ
イ
集
「
神
谷
町
オ
ー
プ

ン
テ
ラ
ス
の
お
も
て
な
し

　お

寺
ス
イ
ー
ツ
12
カ
月
」
と
い
う

本
を
上
梓
し
て
い
る
。

ま
た
2
0
2
1
年
に
は
、
気

鋭
の
脳
科
学
者
で
あ
る
中
野
信

子
氏
と
「
中
央
公
論
」
誌
上
で
、

「
暴
走
す
る
心
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
」

と
い
う
対
談
を
行
っ
て
い
る
。

一
般
的
に
、
僧
侶
に
な
る
方

は
、
お
寺
の
子
弟
が
多
い
。

し
か
し
、
木
原
さ
ん
の
実
家

は
お
寺
で
は
な
い
。
大
学
の
学

部
も
仏
教
関
係
で
は
な
い
。

で
は
、
な
ぜ
若
く
し
て
僧
侶

に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
卒
業
し
て
就
職
で
き
ず
に

い
た
2
0
0
3
年
ご
ろ
で
し
た

か
。
友
人
が
光
明
寺
の
僧
侶
に

な
っ
て
い
た
の
で
、
遊
び
と
、

人
生
相
談
を
兼
ね
て
来
て
い
た

こ
と
が
、
仏
門
に
入
っ
た
き
っ

か
け
で
す
。

そ
の
後
、
2
0
0
5
年
に
、

神
谷
町
オ
ー
プ
ン
テ
ラ
ス
の
活

動
が
始
ま
っ
た
と
き
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加

し
て
、
店
長
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
2
0
0
9
年
に
は
、

築
地
本
願
寺
に
あ
る
東
京
仏
教

学
院
に
、
1
年
間
通
っ
て
得
度

に
必
要
な
勉
強
を
し
て
、
そ
の

後
、
本
山
で
の
得
度
習
礼
を
終

え
て
僧
侶
に
な
り
ま
し
た
」

東
京
仏
教
学
院
は
浄
土
真
宗

本
願
寺
派
が
主
催
す
る
夜
間
制

の
各
種
学
校
で
あ
る
。
明
治
期

に
東
京
に
お
け
る
本
願
寺
派
の

寺
院
子
弟
の
僧
侶
養
成
の
た
め

設
け
ら
れ
た
が
、
現
在
は
、「
お

寺
の
人
達
だ
け
で
な
く
、
定
年

を
機
に
、
結
婚
を
機
に
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
き
っ
か
け
か
ら
入

ら
れ
る
方
が
い
ま
す
。
習
礼
で

は
大
学
生
か
ら
60
歳
を
過
ぎ
た

方
ま
で
、
同
じ
部
屋
で
共
に
学

び
、
お
経
を
読
ん
で
暮
ら
し
ま

し
た
」
と
木
原
さ
ん
。

相
手
の
言
葉
に
耳
も
心
も
傾

け
て
聴
く
と
い
う
「
傾
聴
」
は
、

2
0
1
1
年
の
東
日
本
大
震
災

を
契
機
に
、
人
々
の
不
安
に
寄

り
添
う
形
で
、
こ
の
テ
ラ
ス
で

始
め
て
い
る
。

も
っ
と
も
そ
れ
ま
で
も
、
高

齢
者
福
祉
施
設
で
、
お
坊
さ
ん

の
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

し
て
い
た
と
い
う
。

つ
ま
り
、
福
祉
施
設
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
↓
神
谷
町
オ
ー
プ
ン

テ
ラ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
↓
テ
ラ

ス
店
長
↓
得
度
（
仏
門
に
入
る
）

と
い
う
具
合
に
、
僧
侶
に
な
る

以
前
か
ら
、
人
々
の
集
う
場
所

で
活
動
を
行
っ
て
い
た
の
だ
。

こ
の
よ
う
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
関
わ
る
う
ち
に
、

僧
侶
へ
の
道
へ
進
ん
だ
木
原

さ
ん
。

せ
っ
か
く
な
の
で
、
教
え
に

つ
い
て
伺
お
う
。

「
他
力
本
願
の
『
他
』
と
い

う
の
は
、
阿
弥
陀
様
の
こ
と
で

す
。
他
力
は
、阿
弥
陀
様
が
救
っ

て
く
だ
さ
る
は
た
ら
き
、
と
い

う
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
す
。

自
分
を
こ
う
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
、
あ
あ
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
、
と
が
ん
ば
る
の
は
大

切
で
す
が
、
自
分
の
力
だ
け
で

は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
ね
。

ご
病
気
や
親
し
い
方
と
の
死

別
な
ど
、
世
の
中
に
は
自
分
の

力
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
こ

と
が
多
く
あ
る
の
で
は
な
い

か
、
と
考
え
ま
す
。

他
力
は
、
阿
弥
陀
様
の
は
た

ら
き
で
、
阿
弥
陀
様
は
、
ず
っ

と
自
分
た
ち
を
見
守
っ
て
救
お

う
と
思
っ
て
は
た
ら
い
て
く
だ

さ
る
。

そ
れ
は
、
願
い
事
を
か
な
え

て
く
れ
る
と
い
う
の
で
は
な

く
、
自
分
た
ち
の
こ
と
を
大
事

に
思
っ
て
く
だ
さ
る
。
ど
ん
な

状
況
に
な
っ
て
も
見
守
っ
て
く

だ
さ
る
方
が
い
る
ん
だ
、
と
い

う
思
い
を
持
っ
て
い
る
こ
と

が
、
些
末
な
よ
う
で
、
大
き
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

忙
し
い
日
常
を
過
ご
し
て
い

る
と
、
普
段
気
づ
き
に
く
い
で

す
が
、
辛
い
と
き
、
哀
し
い
と

き
、
心
が
折
れ
そ
う
に
な
る
と

き
、
自
分
の
こ
と
を
思
っ
て
い

た
だ
い
て
い
る
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
考
え
、
そ
う
納
得
す

る
こ
と
が
阿
弥
陀
様
の
救
い
で

あ
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

自
分
の
力
だ
け
で
は
、
ど
う

に
も
な
ら
な
い
と
き
、
自
分
の

こ
と
を
大
事
に
な
さ
っ
て
く
れ

る
方
が
い
た
ん
だ
な
あ
と
。

そ
れ
を
気
づ
く
き
っ
か
け

は
、
例
え
ば
ご
法
事
や
お
葬
式

で
、
亡
く
な
っ
た
方
に
つ
い
て

ご
親
戚
の
皆
様
と
思
い
を
巡
ら

す
と
き
で
す
ね
。
亡
き
方
と
ご

参
列
の
方
々
は
、
そ
れ
ぞ
れ
い

ろ
い
ろ
な
ご
縁
で
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
取
材
で
も
、
亡
く
な
っ

た
平
野
先
生
の
お
話
を
す
る
こ

と
で
、
ご
縁
が
で
き
ま
し
た
ね
」

期
せ
ず
し
て
で
あ
る
が
、
木

原
祐
健
さ
ん
と
筆
者
は
、
同
じ

学
部
で
、
ゼ
ミ
も
同
じ
平
野
秀

秋
ゼ
ミ
で
あ
っ
た
。

も
っ
と
も
、
卒
業
年
度
は
四

半
世
紀
を
隔
て
て
い
る
が
、

2
0
1
8
年
に
亡
く
な
っ
た
恩

師
の
縁
が
こ
う
い
う
つ
な
が
り

を
持
つ
と
は
、
思
い
も
し
な

か
っ
た
。

「
私
た
ち
は
、
ご
縁
の
中
で

生
か
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

亡
き
方
を
通
じ
て
、
ご
一
緒

の
時
間
を
過
ご
す
と
い
う
こ
と

は
大
事
な
こ
と
で
す
ね
。
ご
縁

の
つ
な
が
り
で
す
し
、
そ
う
い

う
は
た
ら
き
を
『
他
力
』
と
い

う
の
か
な
と
思
い
ま
す
」

当
た
り
前
の
こ
と
だ
が
、
人

は
自
分
だ
け
で
生
き
て
い
る
の

で
は
な
い
。
い
ろ
い
ろ
な
つ
な

が
り
の
中
で
、
人
生
を
過
ご
し

て
い
る
。

「
い
ろ
ん
な
縁
、
そ
の
中
に

い
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
の
で

す
」
と
木
原
さ
ん
。

長
く
続
け
て
い
る
傾
聴
で
ご

対
面
す
る
の
も
、
ご
縁
の
一
つ

と
い
う
。

「
対
面
と
違
い
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
傾
聴
は
、
相
手
の
情
報
量

が
限
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、

仕
事
や
家
事
で
忙
し
い
、
介
護

で
外
出
で
き
な
い
方
な
ど
が
、

利
用
し
て
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

洗
濯
機
の
上
に
ス
マ
ホ
を
置

く
。
そ
れ
が
私
の
唯
一
の
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
空
間
だ
と
お
っ
し
ゃ

る
方
も
…
…
」

オ
ン
ラ
イ
ン
傾
聴
に
は
、
忙

し
い
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
も
、

ネ
ッ
ト
の
検
索
や
友
人
の
伝
手

を
辿
っ
て
、
た
ど
り
着
く
人
が

い
る
と
い
う
。

こ
の
よ
う
な
活
動
を
続
け
る

木
原
さ
ん
だ
が
、
こ
れ
か
ら
ど

う
い
う
形
で
動
く
か
、
と
訊
ね

る
と
。

「
ど
こ
に
い
て
も
、
や
す
ら

ぐ
時
間
や
場
を
、
必
要
と
さ
れ

る
方
と
ご
一
緒
で
き
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

た
ま
た
ま
傾
聴
や
カ
フ
ェ
が

自
分
の
で
き
る
こ
と
で
し
た

が
、
ご
縁
の
中
で
で
き
る
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
と
思
い
ま

す
。
こ
の『
校
友
会
報
』に
載
っ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
現
役

の
学
生
さ
ん
や
卒
業
生
に
も
、

ご
縁
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
」
　
木
原
さ
ん
は
、
自
分
の
学
生

時
代
の
葛
藤
や
孤
独
に
思
い
を

巡
ら
せ
て
、
若
い
世
代
に
も
呼

び
か
け
る
。

（
文

　桑
原
政
昭
）

再
開
発
ビ
ル
が
建
ち
並
ぶ
鹿

児
島
中
央
駅
の
そ
ば
に
、
ど
こ

か
懐
か
し
い
佇
（
た
た
ず
）
ま

い
の
イ
タ
リ
ア
ン
の
お
店
が
あ

る
。
入
口
の
ド
ア
を
く
ぐ
る
と
、

10
台
以
上
の
大
き
な
ス
ピ
ー

カ
ー
と
、
優
し
い
空
気
の
山
田

先
輩
が
迎
え
て
く
だ
さ
っ
た
。

閉
館
し
た
映
画
館
か
ら
譲
り
受

け
た
と
い
う
ス
ピ
ー

カ
ー
か
ら
心
地
良
い

J
a
z
z
が
流
れ
る
。

店
主
の
山
田
清
孝

さ
ん
は
、
俳
優
・
山
田
孝
之
さ

ん
の
父
親
。「
内
装
は
ほ
ぼ
孝

之
な
ん
で
す
よ
」。
2
0
0
5
年

の
開
店
時
に
は
親
子
で
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
に
通
い
、
孝
之
さ
ん

が
内
装
を
設
（
し
つ
ら
）
え
た
。

山
田
さ
ん
は
経
営
学
部
を
卒

業
後
10
年
ほ
ど
会
社
勤
め
を
し

た
が
、
35
歳
で
薩
摩
川
内
市
に

喫
茶
店
を
開
店
。

さ
ら
に
中
学
か
ら
抱
い
て
い

た
料
理
人
の
夢
を
か
な
え
る
イ

タ
リ
ア
ン
の
店
も
オ
ー
プ
ン
。

当
時
か
ら
の
人
気

メ
ニ
ュ
ー「
仔
羊
の

グ
リ
ル
」
は
移
転

し
た
今
も
健
在
だ
。

新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
休
業
が
増

え
た
昨
年
か
ら
、

雑
貨
や
骨
董
（
こ
っ
と
う
）
品

が
店
内
に
並
ぶ
よ
う
に
。
月
2

回
ほ
ど
店
内
で
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
も
開
催
し
て
い
る
。

カ
ウ
ン
タ
ー
上
の
樽
で
熟
成

す
る
ウ
イ
ス
キ
ー
は
「
ほ
と
ん

ど
自
分
で
飲
ん
じ
ゃ
う
」
と
笑

う
山
田
さ
ん
。「
日
々
の
細
（
さ

さ
や
）
か
な
楽
し
み
を
探
し
な

が
ら
生
き
て
い
き
た
い
」
と
穏

や
か
に
人
生
を
見
つ
め
て
い
る
。

（
鹿
児
島
支
部

　南
日
本
放
送

ア
ナ
ウ
ン
ス
部
長
・
岡
田
祐
介
）

日
々
の
細
か
な
楽
し
み
を
大
切
に

長
男・山
田
孝
之（
俳
優
）プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の

ダ
イ
ニ
ン
グ
B
A
R「
L
o
f
t
」店
主

山
田

　清
孝

’75
年
経
営
学
部
卒

東
京
・
北
千
住
か
ら
1
9
5
5

年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
和
菓
子
の

喜
田
家
は
元
気
一
杯
だ
。

和
菓
子
か
ら
洋
菓
子
ま
で
手

掛
け
、
店
舗
は
足
立
区
を
中
心

に
東
京
駅
、
三
越
本
店
、
丸
井

上
野
店
、
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
ソ

ラ
マ
チ
な
ど
に
も
展
開
し
て
い

る
。
順
風
満
帆
の
喜
田
家
だ
が
、

創
業
当
初
は
苦
戦
も
あ
っ
た
。

二
代
目
当
主
の
田
口
恵
美
子

さ
ん
は
1
9
6
5
年
の
経
営
学

部
の
入
学
だ
が
、
家
業
を
手
伝

う
た
め
に
2
年
余
り
で
退
学
し

た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
代
表
的
な

商
品
は
、「
六
人
衆
」
と
名
付

け
た
ド
ラ
焼
。
黒
糖
を
使
っ
た

ふ
わ
り
と
し
た
生
地
は
本
当

に
お
い
し
い
。

お
菓
子
作
り
だ
け
に
と
ど
ま

ら
ず
、
店
舗
を
利
用
し
て
ピ
ア

ノ
演
奏
会
を
開
く
と
か
、
集
え

る
こ
と
を
意
識
し
た
場
を
作
っ

た
り
と
、
地
元
を
意
識
し
た
活

動
に
も
心
掛
け
て
い
る
そ
う

だ
。
大
学
は
中
退
し
た
が
、
江

東
法
友
会
に
同
級
生
か
ら
誘
わ

れ
て
在
籍
。
校
友
会
H
P
オ
レ

ン
ジ
M
A
P
の
掲
載
に
も
、
率

先
し
て
快
く
応
じ
て
く
れ
て
い

る
。
 

（
文

　坂
戸
俊
夫
）

田
中

　恵
美
子

’65
年
経
営
学
部
出
身

校友会HP
オレンジ
MAP
掲載店

北
千
住
の
元
気
印
・
和
菓
子
の
喜
田
家

店
舗
を
利
用
し
て
ピ
ア
ノ
演
奏
会
を
開
い
た
り

学
生
や
卒
業
生
と
の

　ご
縁
が
で
き
れ
ば

学
生
や
卒
業
生
と
の

　ご
縁
が
で
き
れ
ば

校
友
探
訪

オ
ー
プ
ン
テ
ラ
ス
の
活
動
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
た

自
分
の
力
で
は

解
決
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る

私
た
ち
は
ご
縁
の
中
で

生
か
さ
れ
て
い
る

光明寺所属僧侶・
神谷町オープンテラス店長

木原 祐健さん

け
い
ち
ょ
う

テラス再開で訪れた親子の娘さんは法政大学文学部に在学中

さ
さ
や
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本
学
卒
業
生
の

　
　エ
ン
タ
ー
テ
ィ
ナ
ー

本
学
卒
業
生
の

　
　エ
ン
タ
ー
テ
ィ
ナ
ー

奈
月
れ
い
さ
ん
が
語
る

奈
月
れ
い
さ
ん
が
語
る

法大法学部法律学科卒
業、元三井住友銀行員。
シンガーソングライ
ター、歌手、タレントとし
て活躍するほか、一般
社団法人みんなの大学
校の客員教授なども務
める。

奈月れい

この2年、コロナ禍に翻弄されて法政大学校友会も例に漏れず、3大イベントをはじめ、各支部の年中行事や
重要な対面でのイベントがことごとく中止になりました。一般社団法人化して順調に会員拡大を推進してきまし
たが、新型コロナウイルスの影響によって、それまでの校友会活動の見直しを余儀なくされました。
会員同士の絆を深めるための諸行事の開催が困難になる中で、校友会はいち早くオンラインを活用した定時
総会を開催し、各支部にオンラインを活用した代替措置を講じる範を示すことができました。また、会議などの集
会もオンライン形式に切り替わり、会員相互の交流は継続できました。今後は、オンラインとリアルな活動を併用
し、コロナ前以上に校友会活動を活発化させ、いろいろな形でつながっていくことを目指したいと考えています。
2022年度法政大学校友会における3大イベントについて、以下のとおり開催予定です。
法政大学全国卒業生の集い（栃木大会）については、開催日程が変更となっておりますので、ご確認ください。
なお、コロナウイルス感染症の状況等によっては、開催日程・方式等が変更となる場合がございます。

「ウィズコロナ時代」ニューノーマルで持続可能性を模索する
22年度校友会3大イベントは通常開催を目指す

２．第28回 法政大学全国卒業生の集い（栃木大会）
２２年１１月４日（金）：記念ゴルフ大会（那須ゴルフ倶楽部）
２２年１１月５日（土）：大会式典・懇親会（宇都宮市 ホテル東日本宇都宮）
２２年１１月６日（日）：エクスカーション（日光二社一寺 他）

１．第21回オール法政ゴルフ大会“総長杯”

22年9月5日（月）日時 キングフィールズゴルフクラブ（千葉県市原市）場所

３．23年「オール法政新年を祝う会」
23年1月29日（日） グランドニッコー東京 台場「パレロワイヤル」日時 場所

4
月
に
入
っ
て
大
学
内
で
学

生
の
賑
わ
い
を
見
た
。
生
き
生

き
と
談
笑
す
る
姿
が
懐
か
し

か
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
な
ど
リ
モ
ー
ト
で
の

接
触
は
あ
っ
て
も
、
実
際
に
顔

を
合
わ
せ
て
交
流
す
る
こ
と
と

は
大
き
な
違
い
が
あ
る
。

人
間
は
社
会
的
動
物
と
い
わ

れ
る
が
、
乳
児
の
時
か
ら
人
と

つ
な
が
ろ
う
と
し
て
い
る
そ
う

だ
。
校
友
会
活
動
も
人
の
つ
な

が
り
が
大
切
な
三
大
行
事
で
あ

る
新
年
を
祝
う
会
、
総
長
杯
ゴ

ル
フ
大
会
、
全
国
大
会
に
支
障

が
出
て
い
る
。
新
年
を
祝
う
会

は
か
ろ
う
じ
て
リ
モ
ー
ト
で
行

わ
れ
て
い
る
が
、
お
互
い
に
交

歓
す
る
場
が
な
い
の
は
や
は
り

物
足
り
な
い
。

大
学
で
は
総
長
が
交
代
し
、

校
友
会
会
長
も
交
代
し
た
。
早

い
時
期
に
顔
を
合
わ
せ
て
交
流

し
た
い
も
の
で
あ
る
。

（
校
友
会
副
会
長  

坂
戸
俊
夫
）

編
集
後
記

旭
日
重
光
章

旭
日
中
綬
章

旭
日
小
綬
章

瑞
宝
中
綬
章

校友会活動、
現役生の就職支援、
芸能活動など
八面六臂の大活躍

大
切
な
の
は「
面
接
官
に

覚
え
て
も
ら
う
こ
と
」

ま
ず
は
自
分
が

将
来
何
を
し
た
い
の
か

母
の
死
で
人
生
が一変

ー
歌
手
の
道
を

日
々
向
上
を
胸
に
精
進

自
主
マ
ス
講
座
と
の
ご
縁

〈
2
0
2
2
春
の
叙
勲
受
章
者
〉

竹
中 

宣
雄
氏
（
ミ
サ
ワ
ホ
ー
ム

㈱
取
締
役
会
長
、
一
般
社
団
法

人
法
政
大
学
校
友
会
会
長
）

72
年
社
会
学
部
卒

　
　
　

神
保 

國
男
氏
（
前
埼
玉
県
戸
田

市
長
）65
年
法
学
部
卒

　
　
　

川
成 

洋
氏

（
法
政
大
学
名
誉
教
授
）

　
　
　

木
村 

勝
好
氏

（
前
仙
台
市
議
会
議
員
）

75
年
社
会
学
部
卒

平
柿 

完
治
氏
（
元
日
本
弁
護
士

連
合
会
常
務
理
事
、
滋
賀
県
校

友
会
副
会
長
）75
年
法
学
部
卒

船
藏 

和
久
氏
（
東
京
湾
水
先
区

水
先
人
、
元
日
本
水
先
人
会
連

合
会
理
事
）03
年
法
学
部
卒

　
　
　

島
田 

雅
彦
氏

（
国
際
文
化
学
部
教
授
）

　
　

内
田 

昌
宏
氏（
保
護
司
）

70
年
社
会
学
部
卒

〈
新
会
長
〉

○
リ
ネ
ン
株
式
会
社

清
水 

健
一
氏

78
年
経
済
学
部
卒

22
年
4
月
就
任

○
㈱
日
立
物
流

中
谷 

康
夫
氏

74
年
法
政
二
高
卒

78
年
工
学
部
卒

22
年
4
月
就
任

○
東
海
運
株
式
会
社

紫
綬
褒
章

藍
綬
褒
章

長
島 

康
雄
氏

79
年
経
営
学
部
卒

22
年
4
月
就
任

〈
新
社
長
〉

○
㈱
カ
ー
チ
ス
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

長
倉 

統
己
氏

90
年
法
学
部
卒

22
年
2
月
就
任

○
㈱
博
報
堂
ア
イ
・
ス
タ
ジ
オ

川
又 

昌
弘
氏

94
年
法
学
部
卒

22
年
3
月
就
任

○
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ド
バ
タ
イ
ジ
ン

グ
・
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
株
式
会
社

田
中 

雄
三
氏

98
年
工
学
部
卒

22
年
4
月
就
任

○
ト
ッ
パ
ン
・
フ
ォ
ー
ム
ズ
株

式
会
社

添
田 

秀
樹
氏

84
年
文
学
部
卒

22
年
4
月
就
任

○
Ｎ
Ｅ
Ｃ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
イ

ノ
ベ
ー
タ
株
式
会
社

石
井 

力
氏

85
年
経
済
学
部
卒

22
年
4
月
就
任

○
㈱
ケ
ー
ヨ
ー

実
川 

浩
司
氏

84
年
社
会
学
部
卒

22
年
5
月
就
任

○
㈱
バ
リ
ュ
ー
デ
ザ
イ
ン

林 

秀
治
氏

97
年
法
政
二
高
卒

01
年
経
営
学
部
卒

22
年
6
月
就
任

○
東
プ
レ
株
式
会
社

山
本 

豊
氏

80
年
法
政
二
高
卒

84
年
法
学
部
卒

22
年
6
月
就
任

○
㈱
ナ
カ
ヨ

貫
井 

俊
明
氏

81
年
法
政
一
高
卒

85
年
経
済
学
部
卒

22
年
6
月
就
任

〈
新
市
長
〉

〇
千
葉
県
い
す
み
市
長

太
田 

洋
氏

72
年
経
済
学
部
卒

21
年
12
月
25
日
〜 

5
期
目

○
神
奈
川
県
秦
野
市
長

高
橋 

昌
和
氏

79
年
社
会
学
部
卒

22
年
1
月
31
日
〜 

2
期
目

○
群
馬
県
富
岡
市
長

榎
本 

義
法
氏

12
年
大
学
院
政
治
学
研
究
科
修
了

22
年
4
月
23
日
〜 

2
期
目

○
茨
城
県
小
美
玉
市
長

島
田 

幸
三
氏

法
学
部
中
退

22
年
4
月
30
日
〜 

1
期
目

コ
ロ
ナ
禍
で
い
ろ
い
ろ
な
制

限
が
あ
る
中
、
笑
顔
で
輝
い
て

い
る
学
生
の
方
々
の
姿
に
感
心

し
ま
す
。

私
の
時
代
の
就
職
活
動
は

氷
河
期
と
い
わ
れ
る
中
で
行

わ
れ
ま
し
た
が
、
企
業
説
明

会
や
イ
ン
タ
ー
ン
な
ど
が
活

発
に
行
わ
れ
て
お
り
、
自
分

の
や
り
た
い
こ
と
を
明
確
に

す
る
た
め
に
積
極
的
に
参
加

し
ま
し
た
。
私
が
大
切
に
し

て
い
た
こ
と
は
、
面
接
官
に

覚
え
て
も
ら
う
こ
と
で
し
た
。

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
書
き

方
、
面
接
の
心
得
と
い
う
本

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、

目
次
を
見
て
内
容
は
さ
ら
っ

と
目
を
通
す
だ
け
に
と
ど
め

ま
し
た
。
中
に
は
お
手
本
の

よ
う
な
答
え
方
が
書
い
て
あ

り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
は
個

性
が
伝
わ
ら
な
い
と
思
っ
た

か
ら
で
す
。

所
属
し
て
い
た
刑
法
ゼ
ミ
で

研
究
し
た
、
困
っ
た
と
き
の
解

決
法
、
仮
説
、
道
筋
な
ど
に
つ

い
て
詳
し
く
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー

ト
に
記
載
し
ま
し
た
。
面
接
の

際
に
こ
だ
わ
っ
て
い
た
こ
と

は
、
背
伸
び
を
せ
ず
に
あ
り
の

ま
ま
の
自
分
を
分
か
っ
て
も
ら

う
こ
と
で
し
た
。
エ
ン
ト
リ
ー

シ
ー
ト
も
面
接
も
、
自
分
を
大

き
く
見
せ
た
く
な
る
方
が
多
い

と
思
い
ま
す
。
で
も
、
背
伸
び

を
し
て
入
社
し
て
も
企
業
の
求

め
る
考
え
方
や
能
力
で
は
な

か
っ
た
場
合
、
困
る
の
は
自
分

自
身
で
す
。
企
業
に
合
わ
せ
る

の
で
は
な
く
、
あ
り
の
ま
ま
の

自
分
を
求
め
て
く
れ
る
企
業
に

就
職
し
、
そ
の
恩
返
し
に
誠
意

を
持
っ
て
働
き
、
貢
献
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
し
た
。

幸
い
ど
の
面
接
で
も
良
い
結

果
ば
か
り
を
い
た
だ
き
、
最
終

面
接
に
ま
で
残
っ
た
企
業
も

多
々
あ
り
ま
し
た
が
、「
今
す

ぐ
に
で
も
あ
な
た
と
働
き
た

い
」
と
言
っ
て
い
た
だ
け
た
三

井
住
友
銀
行
に
就
職
を
決
め
ま

し
た
。

就
職
活
動
は
つ
ら
い
と
思
う

方
が
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ

れ
は
ま
だ
自
己
分
析
が
足
り
て

い
な
い
可
能
性
が
高
い
で
す
。

企
業
の
こ
と
は
念
入
り
に
調
べ

て
も
、
自
分
の
こ
と
を
知
ら
な

け
れ
ば
何
も
始
ま
り
ま
せ
ん
。

ま
ず
は
自
分
が
将
来
何
を
し

た
い
の
か
を
見
つ
け
て
く
だ
さ

い
。
自
分
は
こ
ん
な
能
力
し
か

な
い
か
ら
こ
の
企
業
は
無
理
だ

と
諦
め
な
い
で
く
だ
さ
い
。
現

実
の
と
こ
ろ
、
学
生
の
能
力
は

あ
ま
り
大
差
が
な
い
と
思
い
ま

す
。
何
が
で
き
る
か
を
考
え
る

よ
り
、〇
〇
が
し
た
い
か
ら
就

職
し
た
い
と
い
う
熱
い
思
い
を

大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。

私
は
在
学
中
に
司
法
試
験
を

受
け
よ
う
か
と
考
え
て
い
ま
し

た
が
、
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
へ
通
っ

た
場
合
の
時
間
や
将
来
の
こ
と

を
考
え
、
就
職
を
選
び
ま
し
た
。

ま
た
三
井
住
友
銀
行
で
は
と

て
も
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し

て
い
ま
し
た
が
、
母
親
が
末
期

の
が
ん
で
亡
く
な
り
、
生
命
と

ど
う
向
き
合
う
か
と
い
う
課
題

に
直
面
し
て
人
生
が
一
変
。音

楽
で
人
の
心
を
直
接
的
に
癒
す

こ
と
の
で
き
る
仕
事
が
し
た
い

と
思
い
、何
も
分
か
ら
な
い
ま
ま

情
熱
だ
け
で
歌
手
の
道
を
選
び

ま
し
た
。私
の
思
い
に
賛
同
し

て
い
た
だ
い
た
方
々
が
フ
ァ
ン

に
な
っ
て
く
だ
さ
り
、人
と
人

と
の
出
会
い
や
ご
縁
で
、今
も

歌
手
、パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
、客
員

教
授
な
ど
、幅
広
く
お
仕
事
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

法
大
自
主
マ
ス
コ
ミ
講
座
の

事
務
局
長
で
校
友
会
広
報
部
会

長
の
勝
又
氏
と
ご
縁
を
運
ん
で

く
だ
さ
っ
た
先
輩
が
お
り
、
私

が
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
務
め
て

い
る
レ
イ
ン
ボ
ー
タ
ウ
ン
F
M

「
イ
レ
ブ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」

に
同
氏
が
ゲ
ス
ト
出
演
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
際
に
自
主
マ
ス
コ

ミ
講
座
の
成
り
立
ち
、
講
座
内

容
、
そ
し
て
学
生
に
対
す
る
熱

い
気
持
ち
に
触
れ
、
心
を
打
た

れ
ま
し
た
。
在
学
中
か
ら
校
友

と
い
う
横
の
絆
、
先
輩
後
輩
と

い
う
縦
の
絆
、
そ
し
て
何
よ
り
、

他
の
大
学
に
も
誇
れ
る
固
い
絆

を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
頑
張
る
後
輩
の
応

援
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
同

じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
同
氏
か
ら

法
大
生
に
現
場
を
経
験
す
る
場

を
ぜ
ひ
提
供
し
て
ほ
し
い
と
の

声
が
か
か
り
、
私
は
す
ぐ
に
お

引
き
受
け
し
ま
し
た
。

現
場
を
経
験
す
る
こ
と
、
今

の
自
分
が
で
き
て
い
る
こ
と
、

そ
う
で
な
い
こ
と
の
認
識
、

思
っ
た
こ
と
を
言
葉
に
出
す
訓

練
。
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
吸
収

し
、
私
を
利
用
し
て
ほ
し
い
と

思
い
、
今
年
の
3
月
、
一
時
間

の
生
放
送
番
組
の
中
に
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。「
頑
張

れ
！
挑
戦
す
る
若
者
達
、
奈
月

塾
！
」
こ
れ
も
自
主
マ
ス
コ
ミ

講
座
の
学
生
の
方
々
が
命
名
し

て
く
れ
ま
し
た
。

コ
ー
ナ
ー
開
始
以
来
、
自
主

マ
ス
の
学
生
が
毎
週
出
演
し
て

い
ま
す
。
本
番
前
は
緊
張
し
て

こ
わ
ば
っ
て
い
た
顔
も
放
送
終

了
後
は
楽
し
か
っ
た
、
あ
っ
と

い
う
間
だ
っ
た
、
課
題
が
見
つ

か
っ
た
、
ま
た
出
演
し
た
い
と

の
声
を
い
た
だ
き
、
と
て
も
う

れ
し
い
で
す
。

こ
の
会
報
を
ご
覧
い
た
だ
い

た
皆
さ
ま
、
ぜ
ひ
、
絆
と
ご
縁

を
大
切
に
共
に
歩
ん
で
行
き
ま

し
ょ
う
。

私
は
誰
か
に
寄
り
添
え
る
人

間
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
私
の
夢
は
、
発
信
す
る
歌
、

お
話
、
そ
し
て
私
の
存
在
そ
の

も
の
が
皆
さ
ん
の
生
き
る
糧
、

希
望
、
癒
し
に
な
る
こ
と
で
す
。

日
々
向
上
を
胸
に
精
進
し
て

い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
　（広
報
部
会
員
）


